
古
代
港
津
の
歴
史
地
理
学
的
考
察

一
瀬
戸
内
に
お
け
る
港
津
肚
比
定
を
中
心
と
し
て
一

千

田

稔

【
要
約
】
　
小
稿
で
は
主
と
し
て
古
代
、
律
令
期
の
瀬
戸
内
北
岸
東
挫
滅
の
港
津
肚
を
比
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
難
波
津
あ
る
い
は
難
波
御
津
は
、

遺
称
地
名
お
よ
び
地
形
発
達
史
的
な
考
察
か
ら
大
阪
市
南
区
三
津
寺
町
付
近
に
求
め
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
安
曇
江
を
北
区
野
綺
町

付
近
に
字
名
か
ら
考
定
し
、
そ
の
西
に
新
羅
江
庄
を
比
定
す
れ
ば
堀
江
は
通
説
に
従
っ
て
天
満
川
に
求
め
う
る
。
ま
た
難
波
江
に
は
堂
島
川
玉
江
橋
北
に

求
め
た
い
。
住
吉
三
津
、
敷
津
、
榎
津
も
住
吉
神
社
周
辺
に
地
名
、
地
形
的
考
察
か
ら
比
定
で
き
る
。
五
泊
の
位
置
に
つ
い
て
は
河
尻
泊
は
尼
崎
市
今
福
、

大
輪
田
泊
は
翼
果
廻
河
口
部
、
魚
住
泊
は
明
石
市
江
井
ケ
島
、
韓
泊
は
姫
路
衛
的
形
に
求
め
得
、
麓
生
泊
は
現
在
の
室
津
港
そ
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

古
代
に
お
け
る
港
は
駅
、
郡
家
、
襲
業
と
近
接
し
結
節
機
能
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
賀
古
駅
と

水
児
船
瀬
や
住
吉
郡
家
、
児
島
郡
家
あ
る
い
は
国
府
の
外
港
つ
ま
り
国
津
に
つ
い
て
の
場
合
で
あ
る
。
も
と
よ
り
難
波
津
は
国
家
的
レ
ベ
ル
の
要
津
と
し

て
の
位
置
を
占
め
畿
内
の
陸
路
・
水
銘
は
難
波
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
三
巻
一
号
　
脚
九
七
〇
年
一
月

宵代港津の歴史地理学的考察（チ田）

は
　
じ
　
め
　
に

　
小
稿
は
、
わ
が
国
古
代
、
特
に
律
令
期
の
港
津
趾
を
比
定
す
る
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
加
え
て
古
代
瀬
戸
内
水
運
の
シ
ス
テ
ム
の

一
端
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
官
道
に
お
け
る
駅
館
研
究
と

相
ま
っ
て
、
古
代
水
運
の
鞍
擦
と
い
う
べ
き
港
津
の
位
置
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
直
接
的
資
料
の
少
な
い
古
代
景
観
を
構

成
す
る
一
要
素
を
把
え
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
近
来
、
少
な
か

ら
ず
そ
の
成
果
を
加
え
つ
つ
あ
る
帝
都
、
国
府
お
よ
び
郡
家
と
い
う

政
治
中
心
地
的
要
素
の
研
究
を
さ
ら
に
景
観
（
地
域
）
相
互
間
の
有

機
的
な
結
す
び
つ
き
を
推
定
す
る
方
向
へ
と
進
め
る
た
め
の
実
証
的

研
究
の
素
材
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
「
律
令
期
の
国
府
の
形
態
さ
え
鴫
ら
か
で
な
い
今
日
、
そ

の
外
港
の
形
態
を
復
原
す
る
こ
と
は
い
つ
．
そ
う
至
難
の
業
と
な
る
の
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①

で
あ
る
し
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
国
府
の
外
港
や
そ
の
他
の

港
津
の
位
羅
比
定
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
と
り
あ
げ
た
研
究
例
も
数

　
　
②

少
な
い
。
小
稿
が
古
代
の
港
津
雄
比
定
と
い
う
、
基
礎
的
な
作
業
に

多
く
の
力
点
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
種
の
作
業
に
お
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
し
d
鑓
象
O
a
》
旨
の

空
中
写
真
の
判
読
に
よ
る
古
代
景
観
の
復
原
方
法
で
あ
る
。
彼
の
考

察
対
象
は
各
種
古
代
景
観
に
及
ぶ
が
、
カ
ル
タ
ゴ
、
コ
サ
、
オ
ス
テ

ィ
ア
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
時
代
の
港
の
位
置
に
対
す
る
空
中
写
真
か
ら

の
解
釈
は
、
筆
者
の
当
面
の
関
心
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
テ

ヴ
ェ
レ
川
河
口
都
に
設
営
さ
れ
た
ロ
…
マ
の
外
港
オ
ス
テ
ィ
ア
の
研

究
は
、
デ
ル
タ
の
発
達
史
か
ら
そ
の
位
置
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
点

で
は
、
わ
が
国
古
代
の
河
口
港
の
研
究
と
確
か
に
軌
を
一
に
す
る
面

が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
合
オ
ス
テ
ィ
ア
そ
の
も
の
の
位
置
は

遺
跡
と
し
て
明
ら
か
で
あ
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
の
場
合
は
港
津
の

位
置
の
比
定
考
証
か
ち
は
じ
め
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
だ
が

港
の
位
置
比
定
に
添
っ
た
有
効
な
方
法
を
箪
者
が
有
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
既
往
の
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
瓢
、
5
齎
地
理
学

的
な
方
法
を
採
用
す
る
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
名
（
遺

称
地
名
）
、
遺
跡
、
遺
物
、
地
形
お
よ
び
地
質
学
的
証
拠
、
古
社
寺
の

位
置
、
古
賢
類
等
の
利
絹
、
口
碑
と
い
う
多
角
的
、
総
合
的
な
方
法

を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
地
名
に
お
い
て
も
、
「
大
津
」
「
御

津
」
あ
る
い
は
「
船
津
」
と
い
っ
た
類
の
地
名
は
文
献
上
散
見
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
官
道
と
駅
の
如
き
制
度
的
な
性
格
を
そ
な
え
る

こ
と
の
少
な
い
港
は
、
律
令
期
固
有
の
港
津
地
名
を
今
濤
に
伝
え
る

こ
と
の
可
能
性
が
低
い
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
残

存
す
る
港
津
地
名
（
小
字
名
等
）
が
古
代
律
令
期
に
起
源
す
る
も
の

と
推
定
す
る
に
は
、
そ
の
地
名
が
当
時
の
汀
線
付
近
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う
、
地
形
発
達
史
的
な
操
作
が
不
可
避
で

あ
る
。
小
稿
で
は
、
古
代
の
海
岸
線
の
推
定
に
対
し
て
主
と
し
て
条

里
地
割
の
臨
海
部
に
お
け
る
分
布
限
界
や
近
世
に
施
行
さ
れ
た
新
田

地
割
を
、
地
形
面
の
年
代
を
決
定
す
る
い
わ
ゆ
る
「
鍵
地
形
面
」
と

し
て
用
い
る
。
こ
の
方
法
は
既
述
の
切
山
勘
。
巳
の
研
究
に
お
い
て

と
ら
れ
た
ケ
ン
チ
ュ
リ
ア
地
割
を
用
い
る
方
法
に
類
似
す
る
し
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
国
で
も
提
唱
さ
れ
て
久
し
い
。

　
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
瀬
戸
内
沿
岸
、
特

に
難
波
か
ら
吉
備
地
方
に
至
る
東
半
部
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く

摂
津
国
、
中
で
も
難
波
が
律
令
国
家
の
港
津
機
能
を
担
う
べ
き
位
置
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古代港津の歴史地理学的考察（千国）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
あ
っ
た
。
養
老
職
員
令
に
は
「
主
意
司
　
正
一
人
。
掌
昌
公
私
舟

織
及
舟
具
事
鱒
佑
一
人
。
令
史
一
人
。
警
部
六
人
置
直
丁
一
人
。
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

戸
。
」
　
と
あ
り
職
員
令
集
解
に
は
「
古
記
云
。
公
私
舟
織
及
舟
具
事
。

常
在
レ
津
官
私
舟
数
。
及
受
噂
話
数
。
悉
検
校
知
。
但
自
晶
他
国
一
往

来
者
。
臨
時
検
察
耳
。
」
　
と
あ
っ
て
兵
部
省
主
業
司
は
津
（
摂
津
）

に
あ
る
官
私
船
の
隻
数
、
勝
載
餅
数
を
検
校
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

他
国
よ
り
往
来
す
る
船
を
臨
時
検
察
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
⑦

養
老
営
繕
令
に
は
「
凡
有
晶
官
船
一
之
処
。
皆
逐
レ
便
安
置
。
並
加
二
覆

蓋
ゆ
量
遣
昌
兵
±
一
着
守
。
随
レ
壊
修
理
。
不
レ
堪
昌
料
理
聖
者
。
附
レ
帳
用

上
。
其
主
言
書
点
者
。
令
昌
船
戸
分
番
濁
守
鴨
」
と
あ
り
艶
艶
司
に
属

し
た
船
戸
は
主
船
司
の
船
を
分
番
看
守
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
職
員
令
集
解
は
船
戸
に
つ
い
て
「
別
記
及
江
島
。
船
守
戸

百
戸
。
津
国
以
二
十
戸
二
番
役
。
為
二
始
部
一
免
浅
田
役
目
」
と
あ
っ
て

嵩
置
と
し
て
調
、
樒
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
船
戸
は
津
国
に
百
戸
あ
り
十

戸
毎
に
上
番
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
み
る
よ
う
に
、
主
野
司

が
摂
津
と
関
係
の
深
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
属
す
る
と
こ
ろ
の

船
戸
が
摂
津
に
百
戸
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
の
港
湾
の
占
め
る
位

置
の
枢
要
さ
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
養
老
職
員
令
に
「
摂
津

職
帯
冊
隷
照
一
」
と
あ
り
、
　
こ
の
摂
津
職
の
職
掌
の
一
部
と
し
て
津
済

お
よ
び
舟
具
を
検
校
す
る
こ
と
を
掌
る
と
定
め
、
港
湾
管
理
を
職
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
し
て
い
る
。
ま
た
養
老
軍
防
令
に
は
「
凡
衛
士
向
レ
京
。
防
人
至
レ

津
尋
問
。
皆
令
二
国
司
親
自
部
領
幻
（
中
略
）
自
レ
津
発
日
。
専
使
部
領

付
並
大
宰
府
ご
　
「
凡
防
人
向
レ
防
。
尊
容
晶
私
根
殉
自
レ
津
発
日
。
　
随

給
昌
公
達
ご
と
あ
り
、
摂
津
は
防
人
参
集
の
地
で
あ
り
、
ま
た
大
宰

府
へ
の
出
発
の
地
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
他
、
難
波
は
蕃
客
到
来

の
地
で
あ
り
、
、
遣
唐
使
の
出
発
港
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
多
言
を
要
し

な
い
。
小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
摂
津
の
有
し
た
港
湾
機
能
を
背
景

と
し
な
が
ら
、
　
お
そ
ら
く
難
波
の
津
の
中
心
で
あ
っ
た
　
「
御
津
」

（
三
津
浦
）
の
遺
趾
と
摂
津
南
部
の
主
要
港
津
と
考
え
ら
れ
る
「
住

吉
三
津
」
、
あ
る
い
は
「
榎
津
」
の
問
題
に
触
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
古
代
に
お
け
る
瀬
戸
内
の
航
路
は
中
国
地
方
沿
岸
ぞ
い
に
進
む
も

の
と
、
四
国
側
を
讃
岐
沖
か
ら
備
後
灘
を
通
り
来
島
瀬
戸
を
経
て
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

進
ず
る
も
の
の
ニ
ル
ー
ト
に
大
別
さ
れ
る
。
し
か
し
難
波
に
向
か
う

船
に
と
っ
て
は
播
磨
灘
か
ら
明
石
海
峡
を
経
て
大
阪
湾
に
出
る
前
者

の
航
航
が
と
り
得
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

喜
十
四
年
の
三
善
清
行
『
意
見
封
事
十
二
箇
条
』
に
「
山
陽
西
海
南

海
三
道
。
舟
船
海
溝
之
程
。
自
二
樫
生
泊
一
至
昌
韓
泊
二
日
行
。
自
昌

韓
泊
一
至
昌
魚
住
泊
二
日
行
。
自
昌
魚
住
泊
一
至
二
大
輪
田
泊
二
日
行
。
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自
晶
大
輪
田
畑
舗
至
昌
河
尻
一
一
日
行
、
此
皆
行
基
菩
薩
計
レ
程
所
嘉
算
置
一

　
　
　
　
　
　
む
ろ
う

也
。
」
　
記
さ
れ
る
樫
生
業
、
七
二
、
魚
住
泊
、
大
輪
田
泊
お
よ
び
河

尻
の
播
磨
南
岸
か
ら
摂
津
に
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
五
泊
」
は
瀬

戸
内
主
要
航
路
に
沿
う
海
駅
的
性
格
を
有
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
『
蒲

名
抄
』
に
も
津
、
済
の
説
明
に
続
い
て
泊
に
つ
い
て
「
今
案
播
磨
国

　
　
　
　
　
⑪

大
輪
田
泊
此
侭
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
「
泊
」
は
単
な
る
津

済
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
五
泊
の
位
置

の
問
題
に
つ
い
て
も
試
考
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
東
端
に
難
波
の
要
港
を
も
つ
瀬
戸
内
沿
岸
諸
国
は
海
上
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

通
に
如
何
に
対
処
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
延
喜
主
税
式
の
　
「
諸
国
運
こ

漕
雑
物
巴
功
賃
」
　
の
条
に
は
北
陸
道
諸
国
の
出
帆
港
の
名
称
が
記
載

さ
れ
、
い
ず
れ
も
国
府
と
近
接
し
た
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知

　
　
⑬

ら
れ
る
。
山
陽
道
お
よ
び
南
海
道
の
臨
海
諸
国
に
つ
い
て
は
国
よ
り

背
理
津
に
釜
る
船
賃
を
示
す
に
と
ど
ま
り
具
体
的
な
港
の
名
称
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
北
陸
道
諸
富
と
同
様
国
府
の
外
港
と
い
う
べ
き

も
の
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
備
中
国
都
宇
（
口
津
）

郡
は
そ
の
占
め
る
位
置
、
郡
名
か
ら
考
え
て
備
中
国
府
の
外
港
を
有

し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
備
後
国
沼
隈
郡
津
宇
郷
に
つ
い
て
も
同
じ
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
誤
認
の
外
港
を
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』

は
国
津
と
い
う
名
で
呼
ん
で
撫
・
国
津
は
黎
の
後
出
港
の
み
な

ら
ず
、
圏
司
赴
任
に
海
路
を
と
っ
た
場
合
の
上
陸
点
で
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
国
司
の
海
路
赴
任
に
つ
い
て
み
る
に
神
亀
三
年
（
七
二
六
）

　
　
　
　
　
⑱

の
太
政
官
処
分
で
は
「
但
大
宰
府
井
部
下
諸
国
五
位
以
上
老
。
　
宜
レ

給
昌
伝
符
殉
自
外
随
レ
使
駕
レ
船
。
縁
路
諸
国
。
依
レ
例
供
給
。
史
生
亦

准
レ
此
焉
。
」
と
あ
り
、
五
位
以
上
の
者
以
外
に
つ
い
て
は
船
の
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
許
可
し
て
い
る
が
、
延
喜
太
政
官
式
に
は
　
「
凡
新
任
国
司
赴
レ
任

者
。
（
中
略
）
山
陽
道
備
前
以
西
。
及
南
海
三
道
等
受
信
取
的
海
路
殉

給
レ
食
菌
レ
法
。
自
余
諸
国
及
大
宰
府
帥
大
弐
皆
給
昌
伝
符
鱒
」
ま
た
延

　
　
　
⑰

喜
民
部
式
に
は
「
凡
山
陽
南
海
西
海
道
府
国
。
新
任
宮
人
赴
レ
任
者
。

評
説
二
海
路
鱒
傍
令
晶
縁
レ
海
国
依
レ
例
給
ワ
食
。
（
註
略
）
其
大
弐
已
上
。

乃
公
跳
陸
路
一
」
と
あ
っ
て
、
西
海
道
の
み
な
ら
ず
山
陽
道
、
南
海
道

の
国
司
赴
任
に
海
路
を
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
変
化
の
理
由
に
、
新
任
圏
司
に
海
路
赴
任
を
命
じ
た
大
同
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
八
〇
六
）
六
月
十
一
日
の
官
符
に
「
駅
戸
百
姓
逓
曽
噺
送
使
命
殉
　
山
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
よ
ね

瞼
深
。
人
馬
疲
弊
ご
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
春
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
輸
送
に
つ
い
て
は
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
の
太
政
官
処
分
に

「
山
陽
南
海
諸
国
春
米
。
自
レ
今
以
後
。
取
昌
海
路
一
軍
書
（
後
略
）
」
と

あ
っ
て
こ
れ
以
後
の
漕
運
を
認
め
て
い
る
。
律
令
期
の
官
道
と
駅
の
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引第1図芋

竃生泊

罐9

㈹路｝

挿磨国府

犠迂愚。、白

　　｝L、　　　糊石｝

島

路

淡

　　　　　　　1尼、

・漸

｣“　　　　　難波麟
　　　　　住lti．t．i一

／

整
備
と
い
う
陸
路
優
先
の
原

則
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瀬
戸

内
水
運
が
史
料
の
上
で
公
的

な
交
通
機
関
と
し
て
の
性
格

を
あ
ら
わ
し
て
く
る
の
は
、

陸
路
よ
り
も
実
質
的
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
が
故
で
あ
ろ

う
。
以
上
の
よ
う
な
前
提
に

立
つ
と
き
、
古
代
の
瀬
戸
内

臨
海
諸
国
が
そ
の
領
域
管
理

に
お
い
て
港
津
を
無
視
し
得

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
古
代

瀬
戸
内
水
運
の
特
微
的
な
シ

ス
テ
ム
を
解
明
で
き
る
一
つ

の
視
点
が
定
め
ら
れ
る
。
加

え
て
、
文
献
史
料
の
少
な
い

こ
う
し
た
考
察
は
極
め
て
歴

史
地
理
学
的
な
方
法
論
が
要

請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お

小
論
で
対
象
と
さ
れ
る
港
津
等
は
第
一
図
索
引
図
に
示
さ
れ
る
通
り

で
あ
る
。

剛
　
難
波
周
辺
の
港
津

　
難
波
と
い
う
地
名
は
津
済
に
冠
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

し
か
し
そ
の
表
現
の
仕
方
は
、
　
難
波
之
碕
（
神
武
紀
）
難
波
の
崎
（
仁

徳
記
．
紀
）
、
浪
速
之
渡
（
神
武
記
）
難
波
済
（
仁
徳
紀
）
難
波
之
大
渡
（
仁
徳

記
）
難
波
柏
済
（
下
行
記
）
か
ら
難
波
津
（
応
神
記
、
仁
徳
紀
、
允
恭
紀
、
推
古

紀
、
請
明
紀
、
皇
極
紀
、
孝
徳
紀
、
　
『
続
日
本
紀
』
天
平
五
年
、
　
『
日
本
後
口
』
大
同

元
年
V
、
難
波
御
津
（
仁
賢
紀
）
、
難
波
三
津
之
浦
（
斉
明
紀
）
あ
る
い
は
難

波
三
津
浜
（
『
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
元
年
）
と
い
っ
た
津
系
統
の
名
称
に

変
化
し
て
く
る
。
『
万
葉
集
』
で
は
難
波
津
（
八
九
六
、
四
三
三
〇
、
四
三

六
三
、
四
三
六
五
、
四
三
八
○
）
の
他
に
大
伴
の
三
津
（
六
三
、
六
八
、
八
九
五
、

一
一
五
一
、
ご
七
三
七
、
三
五
九
三
、
三
七
ニ
ニ
）
あ
る
い
は
三
津
の
崎
（
二
四

九
、
｝
四
五
三
）
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
　
こ
れ
ら
か
ら
少
な
く
と
も
律

令
期
の
初
期
に
は
難
波
津
あ
る
い
は
難
波
御
津
と
呼
ば
れ
た
港
が
存

在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
住
吉
神
社
附
近
に
そ
の
位
置
が
比
定

さ
れ
る
住
吉
津
は
仁
徳
記
に
は
「
定
昌
墨
江
之
津
こ
、
ま
た
雄
略
紀
に

，n－ X　（59）



は
「
（
前
略
）
秘
図
於
住
吉
津
一
」
と
、
　
『
万
葉
集
』
に
は
「
住
吉
の
三

録
し
（
四
二
四
五
）
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
住
吉
津
付

近
に
あ
っ
た
港
津
と
し
て
『
万
葉
集
』
に
「
住
吉
の
得
名
簿
」
（
二
八

三
）
、
　
「
住
吉
の
敷
津
の
浦
」
（
三
〇
七
六
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
難
波
津
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
住
吉
津
も
、
そ
こ
か
ら
入
唐
使
が

　
　
　
㊧

船
乗
り
し
、
海
神
を
祭
祀
す
る
住
吉
神
社
と
の
関
係
を
顧
慮
す
る
な

ら
ば
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
恐
ら
く
双
方
と
も
上
町
台
地
西
方
の

南
と
北
に
当
時
の
要
津
地
域
を
形
成
レ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
（
幽
）
　
難
波
津
、
難
波
御
津
の
位
置

難
波
御
津
（
以
下
御
津
と
略
記
し
三
津
と
い
う
表
現
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）

の
位
置
比
定
に
つ
い
て
は
、
吉
田
葉
伍
、
天
坊
幸
彦
、
滝
川
政
次
郎
、

北
島
葭
江
、
山
根
徳
太
郎
の
諸
氏
等
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
要
点
を
整
理
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ω
吉
田
東
伍
説
　
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
「
御
津
」
の
項
で
「
古
へ

も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

渡
辺
の
船
津
な
り
、
今
南
区
島
之
内
に
三
津
寺
町
の
名
存
す
。
之
に

因
て
当
時
を
推
す
に
難
波
江
は
渡
辺
（
長
溝
郷
）
よ
り
西
南
に
流
れ
、

御
津
（
三
冠
郷
）
を
以
て
臨
画
と
為
し
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
⑫

一
方
「
渡
辺
」
の
項
で
は
「
（
前
略
）
橋
の
あ
り
し
時
も
あ
り
渡
辺
橋

云
り
き
、
其
橋
は
今
の
天
神
橋
の
あ
た
り
ぞ
」
と
あ
り
「
雄
二
郷
」

の
項
に
は
「
和
名
抄
刊
本
は
雄
伴
を
雄
惟
に
誤
る
。
（
中
略
）
雄
伴
は

万
葉
集
に
大
伴
と
嘱
ふ
る
地
に
し
て
、
即
御
津
豪
儀
。
（
中
略
）
今
南

区
島
内
に
て
、
即
長
堀
道
頓
堀
の
辺
に
あ
た
る
。
」
と
記
さ
れ
る
。

『
地
名
辞
書
』
の
記
述
に
従
う
と
、
御
津
は
渡
辺
の
船
津
、
つ
ま
り

天
神
橋
附
近
で
あ
り
、
ま
た
島
之
内
の
三
津
寺
町
で
も
あ
る
と
解
さ

れ
、
そ
の
比
定
地
に
つ
い
て
釈
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
㈲
　
天
坊
幸
彦
説
　
天
坊
氏
の
場
合
は
、
　
斎
宮
の
難
波
に
眠
4
6
け
る
祓

除
の
地
を
記
す
『
江
家
次
第
』
（
巻
十
二
神
事
）
斎
王
帰
京
次
第
（
後
朝
）

の
三
津
寺
の
地
を
「
今
南
区
に
三
津
寺
町
と
し
て
其
の
名
を
残
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

み
る
こ
と
を
考
ふ
べ
き
で
あ
る
」
ど
し
『
万
葉
集
』
の
御
津
を
も
同

地
に
比
定
し
て
い
る
。

　
の
滝
川
政
次
郎
説
　
滝
川
氏
は
「
堀
江
（
天
満
川
に
あ
て
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
）
の
江
口
が
港
津
で
あ
っ
て
（
中
略
）
そ
れ
が
三
津
ま
た

は
大
津
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
、
私
は
敢
え
て
否
定
し
な
い
。
し
か
し

難
波
の
三
津
と
呼
ば
れ
た
も
の
は
、
こ
の
一
箇
所
に
限
ら
な
い
。
（
中

略
）
三
津
寺
の
名
が
島
の
内
に
あ
る
以
上
は
、
そ
の
西
方
に
も
津
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

っ
て
、
そ
れ
も
難
波
の
御
津
と
呼
ば
れ
た
に
網
違
な
い
」
と
述
べ
る
。

　
㊥
北
島
葭
江
説
　
北
島
氏
は
御
津
は
上
町
台
地
東
方
の
港
湾
地
帯
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　　　　　第2図　上町台地周辺の地形と土器出土地（地形分類は土地条件図による）
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海
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吉
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で
あ
・
・
し
∴

醗
現
在
の
三
奪
付
近
の
社
寺
6

　
　
は
、
わ
か
る
範
囲
に
お
い
て

　
　
近
世
他
所
か
ら
の
移
転
で
あ

　
　
る
の
に
三
津
八
幡
だ
け
が
古

　
　
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

　
　
は
信
じ
難
く
、
島
の
内
・
船

　
　
場
は
万
葉
時
代
浮
洲
で
あ
っ

　
　
て
港
津
に
適
し
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
．
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
㈲
山
根
徳
太
郎
説
　
　
山
根

　
　
氏
は
天
坊
氏
と
同
じ
く
『
江

　
　
家
次
第
』
の
祓
除
の
地
を
考

　
　
証
し
、
当
時
の
三
津
寺
の
地

　
　
を
天
満
川
河
岸
の
八
軒
家
付

　
　
近
と
し
「
平
安
朝
時
代
に
お

　
　
け
る
難
波
津
は
依
然
と
し
て

　
　
現
在
の
大
川
と
称
え
ら
れ
て
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い
る
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た

と
見
る
べ
く
、
先
ず
は
当
今

の
難
波
橋
付
近
ま
で
に
限
っ

て
も
さ
し
た
る
間
違
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ろ
う
か
と
推
考
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
御
津
を
天
満
川
付

近
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。

　
以
上
五
氏
の
諸
説
は
御
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

－
三
津
寺
町
付
近
説
、
御
津

－
天
満
川
付
近
説
、
御
津
－

上
町
台
地
東
方
説
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
筆
者
は

御
津
⊥
二
津
寺
町
付
近
説
が

成
立
し
得
る
こ
と
を
以
下
に

そ
の
理
由
を
挙
げ
て
述
べ
て

み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
①
先
ず
、
古
代
に
お
け
る
　
佃

上
町
台
地
西
方
の
海
岸
線
の
　
6
3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

復
原
が
問
題
と
な
る
。
　
『
土
地
条
件
図
』
（
国
土
地
理
院
）
（
以
下
『
条
件

図
』
と
略
記
）
の
大
阪
平
野
の
地
形
分
類
図
は
、
上
町
台
地
の
西
側
に

付
着
し
た
幅
約
一
・
五
㎞
～
二
・
五
㎞
、
標
高
約
二
m
～
四
m
の
難

波
砂
堆
と
名
づ
け
ら
れ
る
島
流
の
存
在
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
延
長

に
、
台
地
北
端
よ
り
北
に
は
天
満
砂
堆
を
描
い
て
い
る
（
第
二
図
）
。

こ
の
砂
堆
は
南
は
住
吉
を
経
て
、
堺
砂
堆
、
高
石
砂
堆
に
連
続
す
る
。

こ
れ
ら
の
砂
堆
は
沿
岸
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
㊧
る
が
、
当
面
の
問
題
に
迫
る
た
め
に
は
そ
の
形
成
年
代
を
跡
づ
け
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
『
条
件
図
』
に
い
う
難
波
砂
堆
付
近
か
ら
は
第
二
図
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
ω
新
住
友
ビ
ル
、
㈲
富
士
ビ
ル
、
の
興
銀
ビ
ル
、
の
日
生
ビ

ル
、
㈱
地
下
鉄
心
斉
橋
駅
付
近
、
⑭
湊
町
駅
北
方
、
q
う
キ
リ
ン
会
館

64　（64）
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阿
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⑳

の
七
地
点
で
土
師
器
お
よ
び
須
恵
器
が
出
土
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
出
土
層
位
が
明
確
に
判
っ
て
い
る
の
は
、
戸
田
秀
典
氏
の

報
告
に
よ
る
ω
、
㈱
お
よ
び
の
の
三
地
点
で
あ
る
。
④
の
新
住
友
ビ

ル
に
お
い
て
は
地
下
八
m
お
よ
び
八
・
七
皿
の
砂
層
か
ら
二
個
の
土

師
器
を
、
0
9
の
富
士
ビ
ル
で
は
三
個
の
須
恵
器
と
三
個
の
土
師
器
が

地
下
八
～
一
〇
皿
の
シ
ル
ト
層
か
ら
出
土
し
、
⑭
の
興
銀
ビ
ル
に
お

E
　
胤

　
α
「
1
1
1
1
1
1
1
1
「
　
　
　
ほ
「
l
l
l
l
l
l
l
l
r
l

い
て
も
土
師
器
お
よ
び
須
恵
器
が
地
下
八
～
一
〇
m
の
砂
層
の
深
部

　
　
　
　
も

か
ら
シ
ル
ト
層
に
わ
た
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
（
第
三
図
）
。
ま
た
戸

田
氏
に
よ
れ
ば
出
土
し
た
土
器
は
大
体
奈
良
朝
頃
の
も
の
で
、
そ
れ

ら
の
中
で
特
異
な
も
の
と
し
て
は
飯
蛸
壷
と
土
錘
と
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
漁
猟
に
使
用
し
た
も
の
で
海
浜
の
発
掘
調
査
に
相
応
し
い
も
の

と
さ
れ
る
。
上
に
示
し
た
土
器
出
土
層
を
周
辺
に
つ
い
て
検
討
す
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木

一　　雄…i

　　　　　　　、　節鵡鰍一’雑アーt
rt．1

　　餐　　vy
I柵　　橋
臨ンィて7マ7r7π7π「～
GrNL一”，：：t．．一：：

　　　　　　　　　　　州
lt｛ Z融　　ソ

e　　　　姻　　　　2ωm

ρ
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た
め
に
第
三
図
に
覚
島
川
か
ら
土
佐
堀
川
に
至
る
地
質
断
面
図
（
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

I
Q
、
R
l
S
）
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
両
断
面
と
も
沖
積
層

に
関
し
て
は
下
部
か
ら
砂
層
ー
シ
ル
ト
（
粘
土
）
層
一
砂
層
の
順

に
堆
積
さ
れ
、
土
器
繊
±
地
点
の
ω
～
の
の
柱
状
図
の
地
層
と
等
し

い
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
沖
積
層
は
山
根
新
次
氏
に
よ
っ
て
梅

田
層
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
粘
土
層
が
そ
の
中
核
を
な
す
と
さ

⑫れ
、
こ
の
粘
土
層
は
海
成
粘
土
で
い
わ
ゆ
る
「
縄
文
海
進
」
の
時
期

に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
よ
り
下
部
の
砂
腰
は
主
ウ
ル
ム
亜
氷

期
最
盛
期
以
後
、
つ
ま
り
洪
積
世
末
の
も
の
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ

る
。
一
方
、
粘
土
層
の
上
層
の
砂
層
が
『
条
件
図
』
の
砂
堆
を
構
成

す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
上
町
台
地
西
方
に
お

い
て
南
西
方
向
分
地
質
断
面
に
つ
い
て
沖
積
層
を
み
る
と
、
第
四
悩

に
示
さ
れ
る
如
く
、
A
…
B
（
阪
神
高
速
道
路
堂
島
川
工
区
）
、
　
C

I
D
（
大
阪
市
営
高
速
鉄
道
中
央
線
）
お
よ
び
E
I
F
（
近
畿
田
本

　
　
　
　
　
　
　
⑭

鉄
道
上
本
町
～
難
波
）
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
ω
～
の
の
柱
状
図

お
よ
び
P
I
Q
、
R
I
S
の
地
質
断
爾
図
に
み
ら
れ
た
下
層
よ
り
砂

層
ー
シ
ル
ト
（
粘
土
層
）
1
砂
層
の
層
序
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
シ
ル
ト
層
が
東
に
向
う
に
つ
れ
て
そ
の
層

厚
を
薄
く
し
、
A
…
B
お
よ
び
C
…
D
に
お
い
て
は
御
堂
筋
よ
り
東

約
一
〇
〇
m
の
と
こ
ろ
で
、
E
I
F
に
お
い
て
は
東
約
一
〇
m
の
位

置
で
砂
層
の
卓
越
す
る
層
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
移
行
点
が
縄
文
海
進
時
に
お
い
て
や
や
深
い
沖
合
か
ら

海
浜
近
く
の
浅
海
に
移
る
場
所
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ

以
後
徐
々
に
海
退
が
は
じ
ま
り
砂
層
の
形
成
が
み
ら
れ
、
汀
線
は
西

進
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
地
質
学
的
な
推
定
か
ら
土
器

出
土
地
点
の
地
層
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈
が
え
ら
れ
る
。
ω
の

地
点
の
土
器
出
土
層
で
あ
る
砂
層
が
当
時
の
も
の
と
す
れ
ば
こ
の
付

近
は
汀
線
に
近
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
㈱
、
⑭
の
地
点
で
の
出
土

層
は
砂
層
深
部
～
シ
ル
ト
層
で
こ
の
地
点
で
は
ω
に
比
較
し
て
深
い
・

場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
q
り
～
の
の
出
土
品
が
同
時
代

の
も
の
と
す
る
な
ら
ば
ω
の
南
へ
の
延
長
線
、
つ
ま
り
御
堂
筋
付
近

が
当
時
（
奈
良
時
代
）
の
汀
線
に
近
い
線
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
南
区
三
津
寺
町
付
近
に
古
代
難
波
津
を
比
定
す
る
可
能
性
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
⑳

る
と
考
え
た
い
。
第
四
図
の
G
I
H
お
よ
び
I
I
～
の
断
面
図
は
三

津
蓉
町
の
西
方
を
南
北
に
、
つ
ま
軌
西
横
堀
川
お
よ
び
高
速
鉄
道
四

ツ
橋
線
に
沿
う
も
の
で
あ
る
が
、
シ
ル
ト
層
の
層
厚
が
二
～
三
m
を

保
ち
な
が
ら
南
北
方
向
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
前
掲
の

断
面
図
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
汀
線
は
ほ
ぼ
南
北
方
向
を

66　（66＞
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と
り
な
が
ら
酉
嘉
し
た
こ
と
、
ま
た
阪
神
高
速
道
路
公
団
関
係
の
断

面
図
は
上
の
砂
層
に
貝
殻
が
混
入
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
の
砂
層
は
沿
岸
流
に
よ
る
堆
積
物
で
あ

る
と
い
う
推
定
が
支
持
さ
れ
る
。
　
『
条
件
図
』
に
は
、
堺
砂
嚢
（
第
二

図
）
の
南
に
接
し
て
高
石
砂
堆
の
存
在
を
も
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
形

成
が
難
波
・
天
満
砂
堆
と
同
時
代
の
も
の
と
考
え
る
と
、
こ
こ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

弥
生
時
代
－
古
墳
時
代
－
平
安
時
代
の
遺
跡
が
知
ら
れ
、
弥
生
時
代

以
降
陸
化
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
北
の
推
定
汀
線
の
延

長
が
こ
の
砂
堆
の
西
端
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
．

　
②
三
津
寺
に
は
縁
起
を
記
す
史
料
は
な
い
が
、
寺
人
の
話
で
は
、

天
平
年
間
か
ら
こ
の
地
に
あ
り
、
他
所
か
ら
移
転
し
た
こ
と
を
伝
え

ず
、
昭
和
初
期
の
地
下
鉄
御
堂
筋
線
工
事
中
に
心
斎
橋
駅
付
近
か
ら

奈
良
時
代
頃
と
さ
れ
る
鐙
瓦
が
出
土
し
、
ま
た
本
寺
は
大
福
院
三
津

寺
と
号
し
、
六
〇
〇
余
年
前
に
火
災
に
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

あ
る
。
ま
た
『
行
基
年
譜
』
に
は
「
行
年
七
十
七
歳
　
聖
武
廿
一
年

萩騨

{
六
年
号
（
中
略
）
大
福
院
　
御
津
　
二
月
八
日
起
　
尼
院
　
已
上

在
昌
摂
（
津
）
国
西
城
（
成
）
郡
御
津
村
一
」
と
あ
り
大
福
院
が
西
成
郡

御
津
村
の
地
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
現
在
の
三
津
寺
が
大
福

院
と
号
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
寺
が
『
行
基
年
譜
』
の
大
福
院
の
系

譜
を
ひ
く
こ
と
は
ま
ず
疑
う
必
要
は
な
い
．
御
堂
筋
を
隔
て
て
三
津

寺
の
西
側
に
あ
る
御
津
八
幡
宮
に
も
そ
の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
史

料
は
な
い
。
た
だ
天
平
時
代
に
大
仏
殿
建
立
に
際
し
手
向
山
八
幡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ

筑
紫
の
宇
佐
よ
り
迎
え
本
地
に
祀
り
、
社
名
は
地
名
に
因
み
て
御
津

八
幡
宮
と
称
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い

て
も
他
所
か
ら
の
移
転
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
の
付
近
は
古
く
か
ら
御
津
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
八
月
に
は
大
阪
市
内
に
は
四
区
三
十
七
連
合
の
行
政
単

位
が
施
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
現
在
の
心
斎
橋
筋
、
三
津
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

寺
町
、
八
幡
町
等
は
御
津
連
合
と
称
せ
ら
れ
、
こ
の
地
が
御
津
で
あ

る
こ
と
を
遺
称
し
た
も
の
ら
し
い
。
さ
ら
に
三
津
寺
町
の
北
に
は
東

本
願
寺
津
村
別
院
が
あ
り
、
そ
の
付
近
は
津
村
と
通
称
さ
れ
る
こ
と
、

爾
に
は
港
町
あ
る
い
は
難
波
と
い
う
地
名
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
板
『
新
撰
増
補
大
坂
大
絵
図
』
に
は
三
津
寺

の
西
に
「
下
難
波
領
」
、
「
上
難
波
仁
心
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
こ
の
付
近
が
御
津
あ
る
い
は
難
波
津
と
呼
ば
れ
て
き
た
場
所
で

あ
る
こ
と
の
推
定
を
導
け
う
る
も
の
と
し
た
い
。
　
．

　
③
推
古
十
六
年
六
月
壬
寅
朔
丙
辰
（
十
五
日
目
紀
に
「
親
等
泊
二
丁

難
波
津
殉
是
是
。
以
‘
飾
軽
舟
艘
叩
迎
昌
客
干
江
口
幻
安
邑
置
新
館
だ
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古代港津の歴史地理学的考察（千田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

ま
た
訂
明
四
年
辛
亥
朔
甲
寅
（
四
日
）
紀
に
「
唐
国
舞
人
高
表
仁
等
。

泊
”
騨
子
難
波
津
幻
則
遣
昌
大
伴
早
馬
犀
潟
迎
亀
於
江
口
離
船
帯
二
艘
及

鼓
吹
旗
幟
。
皆
具
整
飾
。
（
申
略
）
於
是
。
令
昌
難
波
吉
士
小
槻
・
大

河
内
直
矢
伏
殉
為
論
導
者
一
等
昌
干
館
ご
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
事

か
ら
、
蕃
客
の
難
波
に
お
け
る
経
路
は
難
波
津
↓
江
口
↓
館
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
江
口
に
至
る
前
に
難
波
津
が
あ
る
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
江
口
の
地
を
東
淀
川
区
江
口
町
に
比

定
し
よ
う
と
す
る
通
説
は
、
難
波
の
地
は
上
町
台
地
を
中
心
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
位
置
関
係
か
ら
、
ま
た
江
口
は
『
二
日
本
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

天
平
宝
字
三
年
十
二
月
条
お
よ
び
同
六
年
四
月
条
に
「
難
波
江
口
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
こ
に
い
う
館
（
客
館
）
が
難
波
に

あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
考
え
て
も
成
立
し
難
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は

地
理
局
図
籍
課
発
行
の
『
明
治
十
九
年
大
阪
実
測
図
』
（
五
千
分
之
一
、

以
下
『
実
測
図
』
と
略
記
）
に
お
い
て
堂
島
川
の
玉
江
橋
の
北
に
「
字

江
之
口
」
と
記
載
の
あ
る
場
所
（
第
五
図
）
に
比
定
し
得
な
い
か
と
考

え
る
。
こ
の
位
置
は
ほ
ぼ
天
満
継
足
の
西
南
部
に
相
当
し
、
後
述
す

る
堀
江
の
入
口
に
あ
た
る
。
館
の
位
置
を
明
確
に
で
き
れ
ば
難
波
津
、

江
口
お
よ
び
館
の
位
置
関
係
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
、
大
阪

市
立
教
育
青
少
年
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
内
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
集
落
跡
を
難
波
館
跡
か
と
す
る
見
解
に
従
う
か
あ
る
い
は
法
円
坂

町
の
難
波
宮
跡
に
客
館
が
あ
る
も
の
と
推
定
し
、
　
「
蟹
江
ノ
ロ
」
を

以
て
難
波
江
口
に
あ
て
よ
う
と
試
み
る
限
り
に
お
い
て
難
波
津
を
先

に
見
た
三
津
寺
付
近
に
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
強
ち
無
理
な
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

で
は
な
い
よ
う
に
考
え
た
い
。

　
　
　
（
二
）
堀
江
周
辺

　
　
　
　
⑲
　
　
⑳

　
仁
徳
記
・
紀
に
そ
の
由
来
を
み
る
難
波
堀
江
は
宮
北
の
郊
原
す
な

わ
ち
高
津
宮
の
北
を
堀
っ
て
南
水
を
西
海
に
引
く
こ
と
を
屡
的
と
し

て
い
る
。
こ
の
堀
江
に
も
舟
運
の
あ
っ
た
こ
と
は
『
万
葉
集
』
の
例

え
ば
「
堀
江
こ
ぐ
な
る
松
浦
船
」
（
＝
四
三
）
あ
る
い
は
「
防
人
の
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

江
こ
ぎ
出
る
伊
豆
手
舟
」
（
四
三
三
六
）
と
い
う
表
現
か
ら
知
ら
れ
る
。

．
こ
の
堀
江
の
位
置
に
つ
い
て
大
川
（
天
満
川
）
に
擬
す
る
の
が
通
説

で
あ
り
、
山
根
徳
太
郎
氏
も
現
在
の
大
阪
城
の
城
南
か
ら
城
西
の
二

の
丸
濠
渠
を
含
め
て
、
そ
れ
よ
り
爾
北
流
し
て
今
日
の
天
満
橋
付
近

で
東
北
か
ら
流
れ
込
む
淀
川
の
本
流
と
合
流
し
て
西
海
に
流
入
す
る

ま
で
の
大
川
の
流
れ
を
も
含
め
て
堀
江
と
呼
ん
で
い
た
も
の
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
＠

見
解
を
示
し
て
い
る
。
筆
者
も
以
下
に
挙
げ
る
理
由
か
ら
堀
江
を
大

川
に
あ
て
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
仁
徳
記
に
「
源
レ
於
昌
堀
江
蛸
脚
レ
河
而
上
晶
幸
山
代
ご
と
あ
っ
て
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堀
江
と
河
（
淀
川
）
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
大
川
を
堀
江
と
み
な

す
｝
っ
の
理
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
天
坊
幸
彦
氏
を
は
じ

め
と
す
る
先
学
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
次
の
A
・
B
の
史
料

か
ら
も
堀
江
の
位
置
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
（
A
）
　
東
大
寺
諸
荘
文
書
井
絵
図
等
目
録

　
　
　
　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
　
　
　
合

　
　
蝋
摂
津
国

　
　
水
成
瀬
庄
（
下
略
）

　
　
猪
名
庄
（
下
略
）

　
　
長
渚
庄

　
　
新
羅
江
庄

　
　
民
部
省
符
一
通
四
至
鹸
嵌
罎
騨
欄
襯
鷹
　
地
細
町

　
　
　
天
平
勝
宝
二
年
四
月
十
二
日
、
奥
八
枚
　
賀
券

　
　
丼
牒
状
等
官
符
一
通
　
二
枚
延
暦
二
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
）

（
B
）
　
太
政
官
牒

　
旧
表
題
「
新
羅
江
庄
券
」
艇
塑
薩
⑨

翫
馨

下
家
荘
地
壱
区
地
平
段
［

板
倉
弐
宇
璽
敷
八
七
敵
羨
翼

高
倉
尊
志
弊
㎏
ハ
尺
三
寸

檜
皮
記
数
間
板
敷
東
屋
壱
宇
羅
詔
二
入
四
尺

　
草
葺
九
間
東
屋
壱
宇
蔽
峨
蚊
竜
肘
広
ロ
丈
五
尺
五
寸

　
草
葺
九
間
束
屋
壱
宇
韻
承
敷
噸
駅
六
寸
広
一
丈
六
尺

　
　
右
在
摂
津
国
西
成
郡
江
北
　
今
謄
駅
家

勅
旨
荘
壱
区
地
壱
町
伍
段

板
倉
弐
宇
璽
嬬
駅
八
寸
墜
楚
駅
堕
弩
駅

甲
倉
壱
宇
璽
楚
駅
広
「
丈
五
尺

　
五
間
策
屋
壱
宇
腿
…
衰
藷
駅
広
一
丈
五
尺
七
寸

　
　
右
在
岡
圏
東
生
郡
江
南
　
今
入
寺
家

牒
、
被
大
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
是
二
本
偲
、
奉
勅
、
郵
駅
之
設
、
癖

取
穏
便
、
上
伴
寺
荘
、
率
由
便
地
、
宜
用
勅
旨
荘
、
相
換
処
置
者
、
三

綱
知
状
、
依
件
施
行
、
今
以
状
牒
、
牒
至
准
状
、
故
牒

　
延
暦
二
年
六
月
十
七
日
　
正
六
位
上
行
左
少
史
　
衣
枳
首
「
広
浪
」

　
　
　
　
　
牒

　
従
三
位
行
左
大
弁
兼
皇
盾
宮
大
夫
大
和
瀬
佐
伯
「
今
毛
人
」
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古代港津の歴史地理学的考察（千田）

　
史
料
（
A
）
の
新
羅
江

庄
四
至
か
ら
堀
江
は
安
曇

江
の
南
西
あ
た
り
に
存
在

す
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
前
掲
『
実
測
図
』

に
お
い
て
太
融
寺
の
東
に

「
字
ア
ド
エ
」
の
記
入
（
第

六
図
）
が
あ
り
、
安
曇
江
を

ア
ド
エ
と
称
す
ち
こ
と
は

安
曇
川
を
ア
ド
ガ
ワ
と
呼

ぶ
例
か
ら
推
し
て
さ
ほ
ど

不
自
然
で
は
な
く
ア
ズ
ミ

エ
と
畳
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
積
極
的
な
理
由
が
な

い
限
り
、
単
に
小
字
名
に

そ
の
根
拠
を
求
め
る
の
み

で
は
あ
る
が
、
現
在
の
北

区
野
崎
町
付
近
に
安
曇
江

を
比
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
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か
。
こ
の
地
は
既
に
触
れ
た
如
く
、
　
『
条
件
図
』
の
黙
黙
の
部
分
に

あ
た
り
、
標
高
三
～
四
m
に
位
置
す
る
。
こ
の
場
合
安
曇
江
が
字
義

通
り
に
江
沼
の
地
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
『
聖
日
本
紀
』
天
平
十

　
　
　
　
　
　
⑭

六
年
二
月
丙
辰
条
に
も
「
幸
昌
安
曇
江
幽
遊
二
丁
松
林
一
」
と
あ
り
江
沼

の
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
。
史
料
B
は
新
羅
庄
が
西
成

郡
に
所
在
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
地
に
駅
家
を
置
く
た
め
に
東
生

郡
の
勅
旨
庄
の
地
を
換
地
と
し
て
寺
家
に
与
え
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
江
北
お
よ
び
江
南
と
い
う
記
載
は
『
万
葉
集
』
の
堀
江
を

詠
ん
だ
歌
の
こ
と
ば
書
き
に
「
江
の
水
」
（
盛
事
九
六
）
、
　
「
江
の
辺
」

（
四
四
六
〇
～
；
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
堀
江
の
北
」
　
「
堀
江

の
南
」
と
解
さ
れ
、
堀
江
は
東
生
郡
か
ら
西
成
郡
に
か
け
て
東
男
方

向
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
生
郡
と
西
成
郡
の
郡
境
を

発
掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
難
波
宮
中
軸
線
の
延
長
と
し
、
安

曇
江
を
地
名
か
ら
上
述
の
地
と
仮
定
す
れ
ば
堀
江
は
少
な
く
と
も
大

川
か
ら
堂
島
川
、
土
佐
堀
川
の
一
部
を
も
含
む
範
囲
と
す
る
以
外
に

は
、
他
に
地
形
的
条
件
か
ら
そ
れ
を
比
定
す
る
地
は
見
出
し
難
い
の

で
あ
る
。
　
『
実
測
図
』
で
は
、
堂
島
川
の
北
に
旧
流
路
を
襲
っ
た
と

思
え
る
町
割
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
現
存
す
る
大
阪
付
近
の
地
図

で
は
最
古
の
も
の
と
ざ
れ
る
『
大
阪
三
郷
町
絵
図
』
（
推
定
承
応
．
万
治
）

　
　
　
　
　
　
　
㊥

（
大
阪
市
立
博
物
館
保
管
）
を
見
れ
ば
こ
の
部
分
が
明
ら
か
に
天
満
川
に
連

続
す
る
旧
本
流
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
つ
ま
り
前
掲
の
史
料

に
い
う
堀
江
は
現
在
の
難
波
橋
付
近
か
ら
北
に
曲
折
し
て
い
た
場
合

も
想
定
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
字
ア
ド
エ
」
を
基
準
と
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
西
に
駅
の
置
か
れ
た
新
羅
江
庄
を
配
し
、
大
川
（
天
満
川
）
を
中

心
と
す
る
流
路
に
堀
江
を
求
め
る
と
、
堀
江
は
上
町
台
地
の
北
へ
の

傾
斜
面
上
に
堆
積
さ
れ
た
沖
積
腰
を
東
西
方
向
に
掘
馨
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
地
名
の
比
定
は
小
字
名
「
ア
ド
エ
」
の
位
置
を
手
が
か
り

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
候
補
地
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
、

で
あ
る
。
田
中
卓
氏
は
堀
江
を
今
の
堀
江
町
、
従
っ
て
今
の
長
堀
川

と
し
、
新
羅
江
を
西
区
新
町
南
通
、
西
長
堀
北
通
の
あ
た
り
に
求
め
、

そ
の
理
由
と
し
て
西
長
堀
北
逓
に
白
髪
橋
が
あ
り
古
く
こ
の
地
を

「
白
洲
崎
」
と
い
っ
た
こ
と
、
　
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
「
白
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

崎
臥
実
は
新
羅
が
岬
な
り
…
…
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
天
坊
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

の
場
含
も
『
難
波
古
園
』
に
記
入
の
あ
る
新
羅
州
は
白
髪
町
と
い
う

町
名
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
し
新
羅
江
戸
を
こ
の
地
に
比
定
し

　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
⑧

て
い
る
。
最
近
の
滝
川
政
次
郎
氏
と
山
根
氏
の
説
は
新
羅
江
庄
を
天

満
川
（
大
川
）
の
北
岸
、
谷
町
筋
と
の
交
点
付
近
に
、
安
曇
江
を
そ
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古代港津の歴史地理学的考察（千田）

の
東
の
川
崎
付
近
に
求
め
て
い
る
。

　
㊥
　
ま
た
、
最
初
に
触
れ
た
『
江
家
次
第
』
斎
王
帰
京
次
第
の
第
七
日

図
の
行
事
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
解
縄
向
昌
襖
所
命
盗
難
鞭
穫
騨
三
津
浜
肝
瑛
。
擬
ユ
住
吉
鱒
三
津
浜

藤
。
安
曇
・
観
。
卜
部
毎
レ
度
襖
禄
。
鷺
更
帰
矢
江
御
厨
儲
璽

　
給
二
国
司
禄
鱒
三
津
寺
平
調
。
撒
鷹
骨
純
供
給
網
胴
畷
穫
、

　
こ
こ
に
い
う
三
津
浜
、
三
津
寺
に
つ
い
て
は
先
に
記
し
た
よ
う
に

天
満
川
河
岸
の
八
軒
家
付
近
と
す
る
山
根
説
と
南
区
三
津
寺
周
辺
と

す
る
天
坊
、
滝
川
説
が
あ
り
、
筆
者
も
後
者
の
説
を
と
る
こ
と
は
上

述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
み
る
　
「
大
江
御
厨
儲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

所
」
に
つ
い
て
滝
川
氏
は
次
に
記
す
『
実
隆
卿
高
野
紀
行
』
の
「
大

江
殿
」
と
同
一
と
、
見
な
し
天
満
橋
の
東
、
天
満
川
の
南
岸
に
求
め
、

天
坊
氏
も
「
大
江
は
堀
江
川
の
南
岸
を
称
し
斎
王
の
宿
所
た
る
大
江

殿
の
あ
っ
た
所
」
と
述
べ
る
が
、
筆
者
は
以
下
の
理
由
か
ら
、
大
江

殿
の
位
置
を
よ
り
西
方
に
求
め
た
い
。
　
『
実
隆
卿
高
野
紀
行
』
　
に
．

「
渡
辺
よ
り
舟
に
の
り
う
つ
り
て
漕
嵐
る
程
に
、
能
因
法
師
が
雲
井

に
見
ゆ
る
生
駒
山
も
お
も
ひ
出
さ
れ
侍
る
。
　
楼
の
岸
な
ど
い
ふ
も

こ
こ
を
云
也
。
大
江
殿
の
趾
と
て
ま
こ
と
に
今
も
松
の
緑
に
見
え

侍
り
」
と
あ
り
大
江
殿
は
ま
た
楼
の
岸
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
『
実
測
図
』
の
堂
島
川
と
土
佐
堀
川
の
合
流

点
よ
り
わ
ず
か
に
北
東
の
堂
島
川
右
岸
に
「
字
楼
河
岸
」
の
記
入
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
第
五
図
）
。
　
こ
の
位
置
は
福
島
区
福
島
町
に

あ
た
る
が
、
こ
れ
を
以
っ
て
楼
の
岸
ピ
比
定
し
得
る
こ
と
は
次
の

　
　
　
　
⑧

『
信
長
公
記
』
元
亀
元
年
九
月
十
三
日
の
条
の
記
事
か
ら
も
推
定
で

き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
条
に
は
「
夜
中
に
ろ
う
の
岸
川
口
両
所
の
取

出
へ
大
坂
よ
り
鉄
砲
を
打
入
れ
…
…
」
と
あ
り
、
こ
の
川
口
を
現
在

の
西
区
川
口
町
　
（
堂
島
・
土
佐
堀
川
合
流
点
付
近
）
を
指
す
と
す
れ
ば

「
字
楼
河
岸
」
に
近
接
す
る
の
で
あ
る
。
滝
川
氏
が
楼
の
岸
を
東
生

郡
に
求
め
、
そ
れ
故
、
川
口
を
北
区
川
崎
町
と
す
る
よ
り
は
位
置
関

係
が
理
解
さ
れ
や
す
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
『
江
家

次
第
』
の
記
裏
と
の
関
連
の
た
め
に
大
江
殿
の
位
置
の
問
題
に
ま
で

言
い
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
先
に
み
た
奈
良
時
代
頃

の
汀
線
が
さ
ら
に
西
進
し
て
い
た
こ
と
等
の
自
然
的
条
件
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
三
）
住
吉
周
辺

　
住
吉
の
港
も
ま
た
三
津
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
『
万
葉
集
』
に
「
住

吉
の
三
津
」
（
四
一
西
五
）
と
し
て
み
え
る
。
仁
徳
記
に
は
「
定
昌
墨
江
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

津
一
」
と
あ
り
雄
略
紀
十
四
年
春
正
月
の
条
に
は
「
身
狭
村
主
青
等
、
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第7図　住吉神社付近の地形（地形分類は土地条件図による）
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．
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∴
簿
」
．
．
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御
崎
井
趣
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a
「

・
・
e
．
．
．

　
　
　
　
葱
急
繋
霧
．
§
，
、
．
．

「
〕
バ
、

【『

E
．
0

講
‘
　
吉
胃
建
拝
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
敷
津
村
）

地
台
堆
線
積
　
　
高
洪
砂
等
目
國
O

共
昌
呉
国
使
ハ
将
昌
呉
所
献
手
末
才
伎
、
漢
織
・
呉
織
及
衣
縫
兄
媛
・

弟
媛
等
ハ
泊
昌
於
住
吉
津
置
ど
あ
る
。
こ
の
住
吉
（
墨
江
）
津
あ
る

い
は
三
津
の
位
置
に
つ
い
て
は
以
下
の
理
由
か
ら
住
吉
神
社
の
西
南

方
、
細
井
川
付
近
に
求
め
う
る
も
の
と
し
た
い
。

　
『
条
件
図
』
は
住
吉
神
社
西
南
方
で
東
西
に
走
る
谷
状
の
地
形
で

も
っ
て
砂
堆
層
が
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
　
（
第
七
図
）
。

こ
の
谷
状
の
地
形
は
台
地
の
侵
蝕
谷
で
あ
り
、
細
井
川
は
こ
の
谷
に

集
ま
る
水
を
集
め
住
吉
浦
か
ら
大
阪
湾
に
注
ぐ
。
こ
の
細
井
川
を
境

’
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と
し
て
北
側
の
台
地
部
（
上
町
台
地
）
は
南
西
方
向
に
、
南
側
の
台

地
部
（
我
孫
子
台
地
）
は
北
西
方
向
に
谷
に
向
っ
て
傾
斜
を
も
つ
こ

と
が
地
形
図
の
等
高
線
の
走
向
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、
筆
者
も
ハ
ン

ド
レ
ベ
ル
で
細
井
川
か
ら
住
吉
神
社
に
対
し
て
約
三
度
、
ま
た
細
井

川
か
ら
南
の
墨
江
町
付
近
に
向
っ
て
約
三
・
五
度
の
傾
斜
の
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
の
傾
斜
は
細
井
川
の
谷
筋
を
N
N
E
2
S
S
W

方
向
に
走
る
地
質
構
造
線
を
軸
と
す
る
蝶
番
い
状
断
層
の
結
果
だ
と

　
⑧
さ
れ
筆
者
も
こ
の
付
近
を
踏
査
し
た
時
、
万
代
東
町
付
近
で
N
2
5
度

E
方
向
の
落
ち
こ
み
に
水
が
湧
出
し
て
い
る
の
を
観
察
し
た
◎
こ
の

細
井
川
の
谷
の
海
浜
部
（
現
在
の
河
幅
七
孤
五
〇
㎝
、
住
吉
神
社
南
方

新
墨
江
橋
付
近
）
が
古
代
に
お
い
て
湾
入
状
の
地
形
を
示
し
、
船
着

場
と
し
て
の
条
件
を
具
え
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
万

葉
集
』
に
み
る
「
住
吉
の
粉
浜
」
（
九
九
七
）
を
遺
称
と
す
る
現
在
の
粉

浜
町
も
砂
盤
上
に
の
り
、
当
時
の
汀
線
は
こ
こ
で
も
砂
層
西
縁
部
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
加
え
て
　
『
大
阪
市
住
吉
区
長
狭
町
地
籍

＠図
』
（
年
代
不
詳
）
に
は
住
吉
神
社
の
西
に
「
御
崎
」
と
い
う
小
字
名
が

記
さ
れ
で
い
る
（
第
七
図
〉
。
　
こ
の
位
置
は
細
井
川
の
谷
に
臨
み
、
　
か

つ
住
吉
神
社
に
近
接
し
て
先
の
想
定
か
ら
考
え
て
港
津
地
に
由
来
す

る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
『
万
葉
集
』
「
住
吉
の
敷
津
の
浦
」
（
三
〇
七
六
）
と
あ
る
敷
津
は
住

吉
近
傍
の
旧
敷
津
村
を
も
っ
て
そ
の
遺
称
と
考
え
ら
れ
る
が
、
旧
敷

津
村
は
現
在
の
住
吉
区
北
加
賀
屋
町
か
ら
南
加
賀
屋
町
、
北
島
町
～

帯
の
地
で
十
八
世
紀
～
十
九
世
紀
に
開
拓
さ
れ
た
新
田
地
帯
を
占
め
、

も
と
よ
り
そ
の
地
に
古
代
の
港
津
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の

具
体
的
位
置
を
示
す
地
名
等
の
資
料
は
得
ら
れ
な
い
が
敷
津
と
い
う

港
も
車
群
津
村
よ
り
東
の
砂
堆
西
縁
部
に
位
置
し
た
も
の
と
見
な
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
敷
津
神
社
は
現
在
の
上
住
吉
町
字
四

本
松
に
あ
り
、
こ
の
位
置
は
住
吉
神
社
の
平
方
、
細
井
川
の
右
岸
に

あ
り
、
旧
態
津
村
と
隔
っ
て
い
て
敷
津
の
遺
肚
に
つ
い
て
は
尚
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ
る
。

　
『
万
葉
集
』
　
「
住
吉
の
得
名
津
」
（
二
八
三
）
に
関
連
す
る
地
名
近
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
し
て
は
『
東
成
郡
墨
江
村
全
図
』
（
明
治
三
五
年
）
に
「
字
榎
津
」
と

あ
る
。
そ
の
地
は
今
日
の
遠
里
小
野
町
の
大
和
川
右
岸
に
あ
た
り
台

地
西
方
部
に
位
置
す
る
（
第
七
図
）
。
こ
の
他
榎
津
（
得
名
津
）
比
定
の

材
料
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⑧

　
ω
『
墨
江
村
誌
』
に
よ
れ
ば
遠
里
小
野
字
園
主
に
あ
る
極
楽
寺
の

本
尊
毘
沙
門
天
は
旧
榎
津
庄
榎
津
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

そ
の
旧
寺
肚
は
小
字
榎
津
二
百
四
番
地
現
今
墨
跡
と
い
う
所
で
あ
る

75　（75）



と
す
る
。

　
㈱
堺
の
開
口
神
祉
・
文
書
の
康
永
工
年
十
一
月
十
日
の
隣
地
売
渡
状

に
「
合
壱
段
半
者
皇
子
北
在
二
摂
津
国
住
吉
郡
朴
津
郷
之
呈
し
と
あ

っ
て
こ
の
皇
子
は
堺
王
子
社
と
さ
れ
る
。

　
の
堺
唐
楽
寺
の
簿
記
に
其
寺
地
を
榎
津
郷
と
す
る
。

　
◎
浅
香
山
近
傍
稲
荷
社
付
近
か
ら
「
榎
津
橋
」
と
刻
し
た
四
尺
許

の
苔
石
を
発
証
し
た
と
い
う
。

　
以
上
の
資
料
か
ら
榎
津
と
称
さ
れ
る
地
は
遠
里
小
野
か
ら
堺
市
北

部
に
わ
た
る
範
囲
を
示
し
て
い
る
。
　
『
和
名
抄
』
に
は
「
住
吉
郡
榎

津
郷
」
と
あ
り
、
上
に
挙
げ
た
部
分
に
相
識
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
榎
津
（
筆
名
瀧
）
と
呼
ば
れ
た
港
は
他
の
港
津
群
と
同
様
こ
こ

で
も
遠
里
小
野
周
辺
の
砂
堆
上
に
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
『
住

　
　
　
　
　
⑳

吉
火
社
神
代
記
』
に
は
神
社
の
四
至
を
二
箇
所
に
記
し
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
「
限
東
駅
路
　
限
南
朴
津
水
門
　
限
西
海
霜
雪

限
　
限
北
住
道
議
」
と
し
て
住
吉
神
社
の
南
に
朴
津
水
門
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
、
上
の
推
定
に
適
う
も
の
で
あ
る
。

二
　
五
泊
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

延
喜
十
四
年
の
三
善
清
行
『
意
見
封
事
十
二
包
子
』
に
あ
る
河
尻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ろ
う

大
輪
田
、
魚
住
、
韓
、
種
生
の
い
わ
ゆ
る
五
泊
の
う
ち
樫
生
泊
を
除

く
他
の
位
置
に
つ
い
て
そ
の
比
定
を
試
み
る
。
樫
生
泊
は
今
日
の
室

津
港
（
兵
庫
県
揖
保
郡
御
津
町
室
津
）
に
あ
た
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

こ
と
さ
ら
に
樫
生
泊
に
つ
い
て
叙
述
す
る
こ
と
は
さ
け
た
い
と
思
う
。

　
五
泊
に
つ
い
て
喜
田
貞
吉
氏
は
「
川
尻
を
以
て
出
発
点
と
す
る
平

安
朝
時
代
の
五
泊
の
綱
が
行
基
の
時
に
成
れ
り
や
否
や
に
つ
い
て
疑

な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
（
中
略
）
川
尻
が
特
に
重
要
の
津
泊
と
な
り

し
も
の
は
三
国
川
が
淀
川
の
本
流
と
な
り
、
舟
行
常
に
こ
れ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
至
り
し
後
の
事
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
　
と
述
べ
る
。
　
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
正
月
薦
僧
（
十
四
日
）
条
に
「
遣
レ
使
掘
昌
摂

津
国
神
智
、
露
盤
、
鰺
生
野
開
通
二
干
三
国
川
一
」
と
あ
る
よ
う
に
三

．
国
川
（
神
崎
川
）
と
淀
川
が
連
結
さ
れ
た
後
に
河
尻
の
港
が
意
味
を

有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
　
五
泊
が
「
此
皆
行
基
菩
薩
計
レ
程
所
昌
建
置
扁

也
」
と
す
る
の
は
疑
し
い
と
い
う
の
が
喜
田
氏
の
見
解
で
あ
る
。
確

か
に
河
尻
の
港
は
神
崎
川
、
淀
川
を
経
て
山
崎
あ
る
い
は
与
乙
津

　
（
淀
）
と
結
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
万
葉
集
』
に
は
「
猪

名
の
湊
」
（
一
一
八
九
）
、
「
大
和
田
の
浜
」
（
一
〇
六
七
）
、
　
「
名
三
隅
の
船

⑧瀬
」
（
九
三
五
、
九
三
七
）
あ
る
い
は
「
室
の
浦
」
（
葺
六
四
）
の
名
が
知

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
筆
者
は
現
地
調
査
で
魚
住
泊
や
韓
泊
に
行
基
伝
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承
が
あ
る
こ
と
を
聞
く
に
及
び
、
こ
れ
ら
の
泊
の
成
立
を
平
安
期
以

降
に
限
定
す
る
積
極
的
な
証
拠
は
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
一
）
　
河
　
　
　
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
河
尻
の
港
に
つ
い
て
は
『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
に
「
（
治
承
四
年

三
月
十
六
日
）
か
く
て
御
舟
出
し
て
こ
ち
風
を
お
ひ
て
下
ら
せ
給
ふ
。

　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

さ
る
の
時
に
川
じ
り
の
て
ら
江
と
い
ふ
所
に
つ
か
せ
給
ふ
。
紫
黒
の

大
納
言
御
所
つ
く
り
て
御
ま
う
け
心
を
つ
く
し
て
御
舟
な
か
ら
に
さ

し
入
れ
て
つ
り
ど
の
よ
り
お
り
さ
せ
云
ふ
」
と
あ
り
、
ま
た
『
山
野

⑰記
』
に
も
「
今
日
可
レ
着
二
御
河
尻
寺
詣
一
也
。
　
前
大
納
言
邦
綱
寒
山

庄
在
昌
件
所
幻
」
と
記
さ
れ
五
条
前
権
大
納
言
藤
原
邦
綱
の
山
荘
が
河

尻
寺
江
（
所
）
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
建
久
七
年
六
月
三
日
の

　
⑱
宮
符
に
「
事
案
一
洲
者
、
洪
濤
漫
々
、
万
里
無
レ
崖
、
広
潟
浩
々
、

四
面
受
レ
風
、
（
後
略
）
」
と
あ
り
河
尻
に
は
一
儲
と
呼
ば
れ
る
地
名
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
遺
称
地
名
か
ら
仕
置
の
港
を
比

定
す
る
に
は
、
　
「
穴
尻
」
、
「
寺
江
」
あ
る
い
は
コ
洲
」
と
い
う
地

名
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
地
名
を
検
出

す
べ
く
尼
綺
市
役
所
お
よ
び
、
大
阪
市
役
所
区
画
整
理
課
土
地
明
示

係
所
蔵
の
神
崎
川
河
口
部
の
地
籍
図
で
小
縄
名
を
検
討
し
た
が
上
記

地
名
を
見
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
実
る
に
吉
井
良
秀
氏
は
上
述

の
寺
江
山
荘
の
位
置
を
地
名
伝
承
に
よ
っ
て
次
の
如
く
尼
崎
市
今
福

付
近
に
比
定
す
る
の
で
あ
っ
て
河
尻
の
港
を
位
置
づ
け
る
一
つ
の
手

　
　
　
　
　
⑲

が
か
り
と
な
る
。

　
氏
に
よ
る
と
、
神
崎
川
と
左
門
殿
川
と
の
分
岐
点
付
近
か
ら
上
手

数
十
閾
の
辺
に
大
小
無
数
の
石
が
沈
没
し
て
い
て
、
古
老
の
話
で
は

石
の
あ
る
場
所
を
テ
ソ
シ
ョ
の
跡
と
言
い
、
北
方
の
河
浜
一
帯
は
ゴ

ジ
ョ
ウ
ダ
イ
浜
と
呼
ば
れ
、
こ
の
石
を
家
に
持
ち
帰
れ
ば
そ
の
家
は

必
ら
ず
禍
っ
て
疫
を
患
う
こ
と
を
言
い
伝
え
、
ま
た
古
昔
、
京
都
よ

り
公
卿
た
ち
が
御
座
船
に
召
し
て
常
に
往
復
の
あ
っ
た
こ
と
を
も
伝

え
て
い
る
と
い
う
。
吉
井
氏
は
こ
の
テ
ン
シ
ョ
を
殿
舎
の
、
ゴ
ジ
ョ
”

ウ
ダ
イ
浜
を
五
条
殿
浜
の
遺
称
と
見
な
し
、
五
条
大
納
言
邦
綱
の
寺

江
山
荘
趾
を
こ
の
地
に
求
め
る
。
こ
の
寺
江
山
荘
は
ま
た
、
治
承
四
年

六
月
安
徳
天
皇
が
福
原
遷
都
の
際
に
駐
蒼
し
、
同
年
十
一
月
の
還
都

に
も
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
故
に
、
兵
庫
県
は
「
安
徳
天
皇
行

在
所
寺
江
亭
伝
説
地
」
と
し
て
指
定
史
跡
と
し
、
左
門
殿
川
右
岸
今

福
の
塩
野
義
製
薬
敷
地
北
東
隅
に
そ
の
旨
を
刻
む
碑
が
立
て
ら
れ
て

い
る
（
第
八
図
）
。
そ
の
位
置
に
つ
い
て
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念

物
調
轟
告
書
（
魚
翅
ハ
輯
）
』
は
「
喬
簗
疋
さ
れ
た
る
諜
即
ち
今
㎝

福
付
近
な
り
と
考
へ
ら
れ
て
略
至
当
に
非
ざ
る
を
考
慮
せ
ず
ん
ば
あ
　
7
7
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第8図　尼崎付近の地形と条里（地形分類は土地条件図による）
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⑩

ら
ざ
る
な
り
」
と
し
て
吉
井
説
を
支
持
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
以
下
筆
者
は
今
福
周
辺
の

地
が
地
形
的
に
河
尻
の
港
と
し
て
あ
り
得
た

か
否
か
に
つ
い
て
若
干
の
吟
味
を
試
み
て
お

き
た
い
。

　
こ
の
付
近
の
条
里
地
割
復
原
に
、
し
ば
し

ば
援
用
さ
れ
る
の
は
『
東
大
寺
激
騰
里
庄
絵

図
』
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
の
現
地
比
定
に
つ
い
て
は
長
年
の

　
　
＠

研
究
史
が
積
ま
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
『
尼

　
　
＠

崎
侍
史
』
（
以
下
『
市
史
』
と
略
記
）
に
最
新
の
見
解

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
絵
図

が
写
本
で
は
あ
る
が
仮
に
正
し
く
比
定
さ
れ

る
な
ら
ば
天
平
勝
宝
八
年
頃
の
海
岸
線
が
、

絵
図
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
杭
瀬
浜
　
南

海
　
長
渚
浜
　
大
物
浜
」
の
部
分
等
か
ら
概

ね
推
定
で
き
、
さ
ら
に
寺
江
亭
肚
の
位
置
の

問
題
に
も
言
及
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
想
定
の
下
に
尼
崎
市
役
所
所
蔵
の
地
籍
図
、

78　C78＞
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第9図尼崎市南部の条里遺構
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長
　
洲

二 瀬

お
よ
び
部
分
的
で
は
あ
る

が
字
名
を
記
入
す
る
国
土

地
理
院
発
行
の
一
万
分
の

一
地
形
図
を
検
討
し
、
以

下
に
述
べ
る
如
く
従
来
の

比
定
よ
り
も
一
里
南
に
下

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

憶
う
。

　
ω
『
市
史
』
付
図
の
条

里
図
の
条
里
界
線
の
設
定

は
筆
者
も
残
存
す
る
坪
名

の
配
置
か
ら
考
え
て
誤
り

の
な
い
も
の
と
確
認
す
る

ハ
第
八
図
）
。

　
㈲
『
市
史
』
付
図
で
は

第
九
図
A
I
B
線
を
も
っ

て
復
原
し
得
る
条
里
界
線

の
南
限
と
す
る
が
、
尼
崎

市
役
所
発
行
の
三
千
分
の

79　（79）



者

一
地
図
で
坪
界
線
を
追
跡
す
る
と
、
そ
の
一
町
南
の
C
－
D
線
ま
で

は
明
ら
か
に
連
続
的
な
東
西
方
向
の
坪
界
線
を
復
原
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
　
そ
れ
よ
り
以
南
で
は
工
場
敷
地
、
宅
地
等
の
た
め
に
連
続

的
な
坪
界
線
を
た
ど
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
C
l
D
線
よ
り
南
二

町
お
よ
び
南
無
町
の
位
置
に
E
I
F
線
、
G
…
H
線
（
西
川
と
常
光
寺

の
境
界
線
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
南
北
方
向
の
ー
ー
J

線
は
A
－
B
線
と
の
交
点
よ
り
以
南
指
導
・
五
町
に
ま
で
連
続
し
て

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
大
字
浜
に
「
十
⊃
」
と
い
う
宇
目
（
第
九

図
E
点
よ
り
西
二
町
の
位
置
）
が
あ
る
が
、
　
こ
れ
は
『
革
紐
』
付
図
の

条
里
線
を
延
長
し
、
推
定
坪
界
線
を
も
伸
す
と
｝
里
内
の
十
二
坪
の

位
置
に
あ
て
は
ま
り
、
上
の
諸
線
も
条
里
の
坪
界
線
と
見
な
さ
れ
、
か

っ
こ
の
付
近
の
条
里
は
北
か
ら
連
続
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
三
千
分
の
一
地
形
図
で
は
常
光
寺
北
辺
ま
で
条

里
の
南
限
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
よ
り
南
の
常
光
寺
・

今
福
付
近
に
は
割
引
が
遺
存
せ
ず
、
か
つ
明
治
年
間
の
地
籍
図
は
計

測
に
た
え
な
い
の
で
、
二
万
分
の
一
仮
製
地
形
図
で
同
様
に
坪
界
線

の
復
原
を
試
み
る
と
第
九
図
に
示
す
様
に
、
北
か
ら
南
北
方
向
の
条

里
坪
界
線
を
南
に
延
長
さ
せ
る
と
今
福
西
側
の
a
l
b
お
よ
び
。
－

d
の
水
路
お
よ
び
道
路
に
連
続
し
、
東
西
方
向
の
坪
界
線
で
は
e
一

f
線
（
E
～
F
線
に
相
当
）
以
南
五
町
に
9
1
h
線
が
、
さ
ら
に
南
一

町
に
、
i
i
・
一
線
が
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
二
万
分
の
一
仮
製
地
形
図

に
お
け
る
計
測
上
の
誤
差
の
問
題
は
残
る
と
し
て
も
、
水
路
お
よ
び

道
路
の
直
交
状
の
走
向
か
ら
考
え
、
三
千
分
の
一
地
形
図
に
お
け
る

計
測
結
果
お
よ
び
大
字
浜
の
掌
「
十
二
」
の
位
置
を
も
考
慮
す
れ
ば

条
里
地
割
は
『
帯
史
』
付
図
に
慕
う
よ
り
は
な
お
南
方
、
今
福
付
近

ま
で
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
㊨
『
市
営
』
付
図
に
示
さ
れ
る
二
条
十
里
の
里
を
界
す
る
北
の
界

線
お
よ
び
東
の
界
線
の
交
点
を
北
東
隅
と
す
る
、
　
『
市
史
』
付
図
で

は
二
条
十
里
「
坪
お
よ
び
十
二
坪
が
形
づ
く
る
長
方
形
の
部
分
が
、
、

大
字
書
屋
の
「
儲
り
」
な
る
字
に
正
し
く
あ
て
は
ま
る
（
第
＋
図
）
。

こ
の
「
早
り
」
の
読
み
は
『
尼
崎
市
町
名
大
字
小
字
名
調
査
』
（
土
木

総
務
課
地
政
係
、
昭
和
三
八
年
）
に
従
う
と
「
ク
リ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
条

里
界
線
に
接
し
か
つ
一
ノ
坪
が
晦
れ
る
位
置
に
「
ク
リ
」
と
よ
ま
れ

る
べ
き
宇
名
が
残
存
す
る
の
は
そ
の
位
置
が
「
九
里
一
ノ
坪
」
と
称

さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
許

さ
れ
る
な
ら
ば
、
　
『
市
史
』
付
図
二
条
十
里
の
位
置
に
、
筆
者
は
む

し
ろ
絵
図
二
条
九
里
を
も
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
、

se　（so）
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〈四条十九里〉

第10図　猪名庄絵図の地名（カッコで示す）と小字名の比較

　　　　〈三条九里〉　　　　〈二条九里〉　蕃　　　〈一条八里〉
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◎
以
上
の
よ
う
な
前
提
の
下
で
「
栗
り
」
の
含
ま
れ
る
里
に
絵
図
二

条
九
里
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
（
第
九
図
）
、
絵
図
二
条
十
里
十
坪
に
記

載
の
あ
る
「
深
田
」
の
位
置
が
大
字
潮
江
字
深
田
内
に
お
さ
ま
り
、
絵

図
一
条
九
里
十
八
坪
の
大
江
田
の
部
分
が
大
字
十
字
大
江
に
北
接
す

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
絵
図
二
条
九
里
十
九
坪
宮
宅
地
の
十
分
が
大

字
潮
江
字
東
大
寺
に
合
致
す
る
。
「
宮
宅
地
」
を
「
ミ
ヤ
ケ
地
」
と
解

す
る
な
ら
ば
、
天
平
勝
宝
八
年
東
大
寺
に
勅
施
入
さ
れ
る
以
前
ミ
ヤ

ケ
の
地
で
あ
っ
た
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
ミ
ヤ
ケ
が
東
大
寺
の
庄
所

を
意
味
す
る
こ
と
の
あ
る
場
合
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
「
宮
宅
地
」
が

「
東
大
寺
」
な
る
字
と
一
致
す
み
の
は
暗
示
的
で
あ
る
。
ま
た
絵
図
．

二
条
十
里
七
坪
に
描
か
れ
る
四
丁
が
何
を
意
味
す
る
の
か
全
く
不
明

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
東
大
寺
に
関
係
の
あ
る
仏
殿
、
あ
る
い

は
猪
名
評
を
管
理
す
る
人
物
の
居
宅
地
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
位
置

が
大
字
潮
江
字
殿
浜
に
相
当
し
、
絵
図
二
条
十
里
一
坪
の
「
書
田
」

の
読
み
も
不
明
な
が
ら
も
そ
の
位
置
は
大
字
浜
字
角
田
（
前
掲
小
字
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

調
査
に
よ
れ
ば
カ
ク
ダ
）
に
西
接
し
、
絵
図
二
条
十
里
六
坪
の
「
畝
江

田
」
が
い
か
な
る
文
字
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
が
そ
の
位
置
が
大

字
潮
江
字
ウ
ク
エ
に
相
当
し
絵
図
記
載
の
言
言
有
名
が
現
在
の
字
名

と
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
示
干
す
る
の
で
あ
る
。
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鯨
地
形
的
に
ぼ
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
以
上
の
よ
う
に
絵
図
を
比
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

す
る
と
、
絵
図
一
条
九
里
七
坪
上
江
田
、
同
条
同
里
十
八
坪
大
江
田

お
よ
び
同
条
同
里
十
九
坪
入
江
田
と
い
っ
た
江
地
名
に
あ
た
る
地
域

が
『
条
件
図
』
の
一
m
の
凹
地
を
示
す
部
分
と
一
致
し
、
お
そ
ら
く

は
江
沼
の
地
に
開
か
れ
た
耕
地
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
筆
者
は
④
～
㈲
の
理
由
で
従
来
の
比
定
よ
り
も
一
里
南
に
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
し
て
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

　
叙
上
の
よ
う
な
絵
図
比
定
を
試
み
る
と
猪
名
庄
域
の
東
端
部
は
現

在
の
神
崎
川
の
流
路
内
に
入
る
が
、
二
万
分
の
一
仮
製
地
形
図
で
み

る
限
り
右
岸
に
条
里
状
地
割
が
残
存
し
、
左
岸
の
地
条
が
乱
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
神
崎
川
は
今
よ
り
も
東
方
に
流
路
を
と
っ
て
い
た
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
比
定
さ
れ
た
猪
名
庄
域
の
南
端
と
、
寺
江
亭
伝

説
地
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
さ
ら
に
そ
の
西
に
あ
る
奈
良
時
代
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
を
出
土
す
る
金
渋
寺
貝
塚
の
位
置
と
も
合

致
し
絵
図
に
「
南
海
」
と
記
さ
れ
る
の
も
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
条
件
図
』
は
こ
の
付
近
に
も
砂
堆
を
描
い
て
い
る
が
（
第
八
図
）
絵
図

の
南
端
を
以
て
奈
良
時
代
の
海
岸
線
と
す
る
絵
図
の
「
長
客
浜
」
の

長
渚
は
こ
の
砂
蟹
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
砂
堆
の
南
を

現
在
の
O
m
の
等
高
線
が
走
る
が
こ
の
付
近
を
も
っ
て
奈
良
時
代
の
　
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8

海
岸
線
と
考
え
ら
れ
、
三
国
川
河
口
部
に
あ
っ
た
河
尻
の
港
が
文
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
2

で
知
ら
れ
る
の
は
平
安
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
墨
黒
に
お
い
て
も

寺
江
亭
伝
説
の
地
の
あ
る
今
福
付
近
が
河
口
部
に
あ
り
得
た
こ
と
は

以
上
の
絵
図
の
比
定
を
も
っ
て
推
考
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
　
大
　
輪
　
田
　
泊

　
大
輪
田
泊
の
位
置
比
定
に
つ
い
て
は
筆
者
は
有
効
な
証
拠
を
得
て

い
な
い
の
で
こ
こ
で
は
若
干
の
見
通
し
に
つ
い
て
触
れ
る
に
と
ど
め

た
い
。

　
喜
田
貞
吉
氏
は
、
現
在
神
戸
市
新
開
地
本
通
に
あ
た
る
旧
湊
川
は
、
．

古
代
に
は
和
田
岬
の
方
向
に
流
路
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
大
輪
田

泊
は
そ
の
河
口
部
に
あ
っ
た
と
し
、
東
尻
池
に
字
和
田
、
並
置
所
が

あ
る
が
そ
の
付
近
に
大
輪
田
翁
が
あ
っ
た
と
す
る
見
解
を
発
表
し
て

　
⑧い
る
（
第
十
一
閣
）
。
大
和
田
泊
が
河
口
に
あ
っ
た
こ
と
は
『
続
日
本
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

紀
』
承
和
三
年
五
月
丙
辰
条
に
　
「
平
時
入
唐
使
船
寄
昌
宿
題
津
国
輪

田
言
触
遣
轟
着
督
近
衛
一
人
於
叫
号
⑩
河
水
汎
濫
不
レ
得
昌
通
農
婦
（
後

略
）
」
　
と
あ
っ
て
恐
ら
く
こ
の
河
が
湊
川
を
指
す
こ
と
は
喜
田
氏
の

説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
氏
の
流
路
を
西
方
の
和
田
岬
方
面
に
求
め
よ

う
と
す
る
理
由
は
和
田
岬
を
頂
点
と
す
る
三
角
状
の
地
域
は
砂
洲
お

、
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第11図大輪田干肚想定図

よ
び
湊
川
の
運
ぶ
土
砂
か
ら
な
る
も
の
で
そ
の
面
積
が
新
開
地
本
通

の
南
方
に
あ
る
川
崎
町
付
近
の
デ
ル
タ
よ
り
大
で
あ
る
か
ら
、
従
来

は
湊
川
は
西
方
に
流
れ
室
町
頃
か
ら
新
開
地
本
通
（
旧
湊
川
）
の
流

路
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
和
田
岬
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

三
角
状
の
地
は
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
苅
藻
付
近

の
一
部
を
除
い
て
盛
土
は
四
〇
～
七
〇
㎝
以
下
で
、
そ
の
下
に
海
成

細
砂
層
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、
デ
ル
タ
堆
積
物
と
み
る
必

要
は
な
い
。
喜
田
説
は
和
田
岬
、
和
田
崎
、
和
田
新
田
、
和
田
宮
社

等
の
和
田
地
名
の
存
在
す
る
地
を
大
輪
田
泊
の
故
地
に
由
来
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
と
す
る
。
し
か
し
『
行
基
年
譜
』
に
は
「
行
年
六
十
三
歳
（
中
略
）

船
恩
院
　

二
月
廿
五
日
起
　
尼
院
　
已
上
工
院
同
国
菟
原
郡
宇
治

郷
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
行
年
七
十
四
歳
（
中
略
）
大
輪
田
船
患
　
在
轟

摂
津
国
菟
原
郡
宇
治
一
」
の
記
事
が
あ
り
五
泊
が
「
行
基
菩
薩
計
レ
程

所
二
建
魔
一
也
」
な
ら
ば
大
和
田
船
息
を
大
輪
田
口
と
同
一
と
解
し
て

差
支
え
あ
る
ま
い
。
　
こ
の
場
合
宇
治
郷
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。

『
和
名
抄
』
で
は
宇
治
郷
が
八
田
部
郡
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
材
帳
』
（
天
平
＋
九
年
）
に
は
「
合
池
陸

塘
（
中
略
）
摂
津
国
三
原
郡
宇
治
郷
一
塘
」
ま
た
、
　
「
摂
津
国
雄
伴
郡

宇
治
郷
宇
奈
五
岳
壱
地
東
限
弥
奈
刀
川
南
限
凡
河
内
寺
山
北
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限
伊
米
野
」
と
も
あ
り
宇
治
郷
は
菟
原
、
雄
伴
両
翼
に
属
し
て
い
る
。

雄
伴
郡
と
い
う
郡
名
は
淳
和
天
皇
の
難
名
雄
伴
と
同
じ
で
あ
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
れ
を
避
け
八
田
部
郡
と
改
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
法
隆
寺
資
財
帳
に
関
す
る
限
り
宇
治
郷
は
二
歳
に
ま
た
が
り
、

『
行
基
年
譜
』
の
記
事
に
よ
る
限
り
大
輪
田
船
囲
は
菟
原
郡
の
宇
治

郷
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
法
隆
寺
資
財
帳
に
い
う
宇
奈
五
岳
は

東
を
弥
奈
刀
川
（
湊
川
）
、
北
を
伊
米
野
（
夢
野
）
で
限
る
こ
と
か

ら
今
臼
の
会
下
山
に
あ
た
る
こ
と
は
丁
田
氏
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
つ
ま
り
会
下
山
を
中
心
と
す
る
湊
川
～
夢
野
付
近
は
確
実
に

雄
伴
郡
（
八
田
部
郡
）
宇
治
郷
と
み
ら
れ
る
。
仮
に
、
湊
川
を
以
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
八
田
部
郡
と
夕
原
郡
の
節
録
と
し
、
湊
川
以
東
に
旧
宇
治
野
村
、

宇
治
川
が
あ
り
そ
の
地
が
菟
原
郡
宇
治
郷
を
踏
襲
す
る
も
の
と
仮
定

す
れ
ば
大
輪
田
船
息
つ
ま
り
大
輪
田
泊
は
湊
川
（
現
在
の
新
開
地
通
）

の
河
。
部
付
近
髭
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
遍
こ
の
付
近
に
は
生

田
区
古
湊
通
、
兵
庫
区
湊
町
と
い
う
地
名
を
み
る
が
こ
れ
の
み
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

っ
て
確
証
と
す
る
に
は
足
ら
な
い
。

　
　
（
三
）
魚
住
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
魚
住
泊
の
位
置
に
つ
い
て
は
『
地
名
辞
書
』
が
「
今
の
魚
住
村
の

東
な
る
江
井
島
を
船
瀬
の
築
島
吐
と
す
」
と
述
べ
る
。
筆
者
は
明
石

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　……

o　；Oan

　
＼
り
．

　
　
　
　
鉱
撃
．

一
評
注
．
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市
江
井
島
に
あ
る
漁
業
協
同
組
合
で
こ
の
事
に
つ
い
て
聞
き
と
り
し

た
と
こ
ろ
、
今
な
お
、
江
井
島
港
の
突
堤
に
「
し
よ
う
に
ん
さ
ん
の
は

と
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
潮
が
引
い
た
と
き
に
な
海
岸

近
く
に
築
堤
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
が
多
数
見
ら
れ
、
そ
の
中
で

も
大
き
な
石
は
「
馬
石
」
と
称
せ
ら
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
筆
者

は
一
〇
m
程
度
の
長
さ
の
「
し
よ
う
に
ん
さ
ん
の
は
と
」
（
現
在
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
）
お
よ
び
海
面
に
突
出
す
る
方
一
m
ば

か
り
の
「
馬
石
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
第
十
二
図
）
。
「
し
よ
う

に
ん
の
は
と
」
と
い
う
呼
び
名
は
恐
ら
く
建
久
七
年
（
＝
九
六
）
に

重
落
上
人
が
魚
住
泊
・
大
輪
田
野
・
河
尻
一
華
の
修
築
を
上
奏
し
て

い
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
江
井
島
に
あ
る
長
楽
寺
は

行
基
開
墓
と
伝
わ
る
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。
加
え
て
次
の
事
か
ら

も
こ
の
地
を
魚
住
泊
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
は
住
吉
神
社
の
唐
鋤
と
し
て
魚
次
神
を
挙

げ
か
つ
「
一
明
石
郡
魚
投
資
一
処
　
東
限
大
久
保
尻
限
　
南
限
海
樟

及
際
　
西
限
界
見
江
尻
限
　
北
限
大
路
」
と
記
し
住
吉
神
社
（
摂
津
）

が
現
在
明
石
市
中
尾
に
あ
る
住
吉
神
社
に
あ
て
ら
れ
る
魚
次
神
の
地

を
中
心
と
し
て
明
石
市
大
久
保
付
近
か
ら
二
見
（
歌
見
）
付
近
に
至

る
地
を
領
地
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
地
を
魚
次

浜
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
、
そ
の
東
端
に
あ
た
る
江
井
島
に

魚
住
泊
を
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
如
く
比
定
さ
れ
る
べ
き
魚
住
泊
の
位
置
は
赤
根
川
河
口
部

よ
り
東
に
約
一
㎞
に
あ
り
、
赤
根
川
が
洪
積
段
丘
（
大
久
保
台
地
）

の
聞
を
流
れ
て
形
成
し
た
谷
底
平
野
の
先
端
部
に
あ
た
る
。

　
五
泊
相
互
間
の
距
離
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
が
魚
住
泊
よ
り
東

に
は
『
万
葉
集
』
に
「
明
石
之
湖
」
（
＝
一
二
二
九
）
と
詠
ま
れ
た
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
に
淡
路
石
屋
浜
と
の
間
に
渡
舟
の
制
が
施
か

れ
た
明
石
浜
を
有
す
る
明
石
河
口
部
の
堅
忍
を
控
え
な
が
ら
、
五
泊

が
一
臼
行
程
の
距
離
を
お
い
て
設
置
さ
れ
た
に
し
て
毛
、
港
と
し
て

は
自
然
的
条
件
が
良
好
と
は
認
め
が
た
い
単
調
な
海
岸
線
を
も
つ
、

洪
積
段
丘
が
つ
く
る
海
岸
部
に
何
故
に
泊
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
魚
住
泊
が
明
石
海
峡
を
東

西
流
す
る
潮
流
に
対
す
る
潮
待
ち
港
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
適
当
と

考
え
る
コ
明
石
海
峡
の
潮
流
は
一
日
に
東
流
－
西
流
－
東
流
－
西
流

の
ニ
サ
イ
ク
ル
で
流
向
を
変
化
さ
せ
て
い
る
が
、
流
向
が
変
化
す
る

時
点
で
は
潮
流
は
転
註
現
象
を
起
こ
し
い
わ
ゆ
る
潮
だ
る
み
（
憩
流
）

　
　
　
　
　
⑮

の
状
態
を
示
す
。
東
行
す
る
船
は
導
流
時
な
い
し
東
流
時
を
選
ば
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
逆
に
西
行
す
る
船
に
と
っ
て
は
大
輪
田
で
潮
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流
の
西
流
時
を
待
っ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
一
つ
魚
住
泊
で
は
海
岸
侵
蝕
の
問
題
が
あ
る
。
大
久
保
台
地
の

海
岸
部
は
東
播
海
岸
地
域
で
も
侵
蝕
の
最
も
著
る
し
い
場
所
で
あ
る

が
、
こ
の
意
味
で
も
魚
住
泊
が
立
地
上
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

海
浜
部
の
後
退
量
は
昭
和
五
年
～
二
五
年
の
実
測
に
よ
れ
ば
年
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

○
．
五
～
一
・
五
皿
に
も
お
よ
ぶ
と
さ
れ
る
。
魚
住
泊
が
史
料
の
上
で

修
築
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
海
岸
侵
蝕
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
る
。
天
長
九
年
（
八
三
一
一
）
に
播
磨
国
に
対
し
て
修
造
す
べ
き
太
政

　
⑰
官
符
が
出
さ
れ
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
も
僧
賢
和
・
素
養
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
⑱

修
築
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
五
泊
の
名
称
を
今
日
に
伝
え
る
三

善
清
行
の
『
意
見
封
事
十
二
箇
条
』
も
こ
の
魚
住
泊
の
修
復
を
請
う

も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
前
掲
の
文
に
続
い
て
「
而
今
公
家

唯
修
晶
造
輪
田
泊
ハ
長
廃
呂
魚
住
泊
噌
由
レ
是
公
私
舟
船
、
一
日
一
夜

之
内
、
兼
行
自
昌
韓
紅
一
輪
田
泊
ゆ
至
欄
干
冬
気
風
急
、
暗
夜
星
稀
ハ

不
レ
知
昌
舳
櫨
之
前
後
叩
（
中
略
）
比
泊
天
平
年
中
所
由
建
立
一
也
。
其
後

至
論
干
延
暦
盤
面
ハ
五
十
余
年
、
人
得
呂
其
便
殉
弘
仁
之
代
、
風
浪
侵

鰯
、
石
頽
野
草
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
風
浪
侵
薔
、
石
頽
沙
漂
」

こ
そ
海
岸
侵
触
に
よ
る
魚
住
泊
の
荒
廃
の
状
態
を
表
現
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
港
湾
立
地
の
不
利
は
中
世
に
至
っ
て
も
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

度
に
わ
た
る
修
築
を
不
可
避
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　
　
（
四
）
　
韓
　
　
　
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
詳
覧
に
つ
い
て
『
狭
衣
物
語
』
に
「
一
、
む
し
あ
け
の
せ
と
へ
か

ら
ど
ま
り
て
成
べ
し
　
備
前
名
所
鰍
」
と
あ
る
が
、
五
泊
の
寝
泊
を

備
前
国
虫
明
と
し
て
は
三
善
清
行
の
記
す
舟
船
海
行
の
程
の
順
序
と

合
致
し
な
く
な
り
も
と
よ
り
播
磨
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
関
千
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
9
）

は
韓
泊
を
加
古
川
河
口
部
と
し
、
そ
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
『
続
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
δ
博
）

本
紀
』
延
暦
八
年
十
二
月
乙
亥
（
八
日
）
条
の
「
播
磨
国
美
嚢
郡
大
領

正
六
位
下
韓
鍛
幅
広
二
野
‘
稲
六
万
東
平
水
児
船
瀬
一
掴
口
外
従
五
位

下
闇
」
　
の
記
事
、
つ
ま
り
螺
子
首
が
水
児
の
船
瀬
に
稲
を
献
じ
て
い

る
か
ら
、
そ
こ
が
韓
泊
で
あ
る
と
す
る
。
喜
田
貞
吉
氏
も
ま
た
韓
泊

を
加
古
川
河
口
部
高
砂
の
付
近
と
し
て
そ
れ
が
『
播
磨
国
風
土
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
8
）

飾
磨
郡
韓
室
里
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
場
合
高
砂
辺
は
印
南
郡
内
に
含
ま
れ
、
飾
磨
郡
韓
召
出
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
蒙
）

て
る
べ
き
必
然
は
な
い
。
他
方
『
地
名
辞
書
』
は
「
韓
泊
、
民
泊
の

麟
名
な
る
べ
し
」
と
し
、
現
在
の
姫
路
市
東
部
の
福
泊
を
以
て
韓
泊

の
慧
智
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
諸
説
が
尚
充
分
な
説
得
力
を
持
っ

て
い
な
い
限
り
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
筆
者

は
次
に
挙
げ
る
理
由
か
ら
韓
泊
を
福
泊
の
東
方
、
姫
路
市
的
形
に
求
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第13図韓泊比定図
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め
う
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
（
第
＋
三
図
）
。

　
④
的
形
字
麓
に
あ
る
海
岳
寺
は
行
基
開
基
の
伝
承
を
も
つ
こ
と
。

　
⑭
雪
形
の
南
に
突
出
す
る
岬
の
先
端
が
「
字
行
基
鼻
」
で
あ
る
こ

と
。　

の
行
基
が
轡
形
霊
地
（
麓
の
北
方
）
の
住
民
に
製
塩
の
指
導
を
し

た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と
。

　
以
上
ω
～
⑭
の
行
基
伝
承
は
積
極
的
に
的
形
を
韓
泊
の
故
地
と
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
8
）

　
⇔
天
平
十
九
年
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
に
法
隆
寺

の
有
し
て
い
た
山
林
岳
嶋
等
二
六
地
と
し
て
播
磨
国
印
爾
郡
飾
磨
郡

内
篇
林
十
六
地
の
う
ち
に
「
加
良
止
麻
利
山
」
と
記
さ
れ
る
も
の
が

あ
る
。
加
良
止
麻
利
山
は
韓
野
山
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い

と
す
れ
ば
こ
の
心
良
止
麻
利
山
を
比
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
韓
泊
の

遺
趾
を
推
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
姫

路
市
役
所
家
形
連
絡
所
に
お
い
て
地
籍
図
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
行

基
開
基
と
伝
え
る
海
岳
寺
の
裏
山
が
「
字
西
泊
り
山
」
お
よ
び
「
字

東
泊
り
山
」
で
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
、
五
泊
が
行
基
建
置
と
さ
れ
、

行
基
開
基
の
伝
承
を
も
つ
海
岳
寺
の
裏
山
で
あ
る
「
泊
り
山
」
を
加

良
止
麻
利
山
に
あ
て
う
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

　
㈹
海
岳
寺
の
山
門
付
近
に
、
そ
の
来
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
泊

大
明
神
と
称
せ
ら
れ
る
小
祠
が
あ
る
こ
と
。

　
以
上
ω
～
㈹
に
記
し
た
如
く
、
行
基
伝
承
一
泊
明
神
－
銀
山
の
関

連
性
か
ら
韓
泊
の
比
定
地
と
し
て
筆
者
は
姫
路
市
東
部
の
的
形
付
近

（
字
麓
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
海
岳
寺
の
東
方
一

帯
は
現
在
塩
田
景
観
を
呈
す
る
が
、
標
高
○
・
二
～
○
・
三
m
の
地

帯
が
大
部
分
を
占
め
、
福
泊
の
養
泉
寺
住
職
龍
古
氏
に
よ
れ
ば
こ
の

付
近
の
塩
田
化
は
近
世
以
降
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
そ
．

れ
以
前
に
お
い
て
に
行
基
鼻
以
北
が
湾
入
部
を
形
成
し
、
海
岳
寺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
8
）

石
段
下
に
あ
た
り
の
字
麓
が
泊
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
　
　
．

　
以
上
五
泊
の
う
ち
樫
生
泊
を
除
く
他
の
泊
の
位
置
に
つ
い
て
若
干

の
検
討
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
各
泊
間
の
距
離
を
測
定
す
る
と
河

鱒
泊
一
大
輪
田
泊
が
約
二
二
㎞
、
大
輪
張
番
一
魚
住
泊
が
約
三
〇

㎞
、
魚
住
泊
一
言
泊
が
約
二
一
㎞
、
韓
泊
－
樫
生
霊
が
約
二
二
㎞
と

な
り
、
大
輪
田
泊
と
魚
住
泊
と
の
距
離
が
他
に
比
し
て
長
い
の
は
、

潮
流
の
速
い
明
石
海
峡
を
は
さ
む
故
か
、
あ
る
い
は
潮
流
に
よ
る
加

速
を
加
味
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
場
合
は
、
二
一
～

二
二
㎞
間
隔
で
位
干
し
、
泊
の
設
置
の
計
画
性
は
実
証
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
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古代港津の歴史地理学的考察（千田）

三
　
古
代
地
域
に
お
け
る
港
津

　
種
々
の
位
置
に
立
地
す
る
港
津
の
中
で
、
律
令
期
の
陸
上
交
通
の

要
地
で
あ
っ
た
駅
や
政
治
中
心
の
場
で
あ
っ
た
郡
家
、
国
府
あ
る
い

は
帝
都
と
結
す
び
つ
い
て
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
地
域
の
形
成
に
関
与

し
た
港
津
の
存
在
を
直
接
的
な
史
料
の
少
な
い
古
代
に
お
い
て
そ
の

占
め
た
位
置
等
か
ら
想
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
小
稿
で

は
早
急
な
抽
象
化
を
厳
に
つ
つ
し
み
、
若
立
の
事
例
に
つ
い
て
逐
一

検
討
し
、
古
代
地
域
に
お
け
る
港
津
の
意
味
を
探
り
今
後
の
古
代
港

津
研
究
の
見
通
し
を
得
て
お
き
た
い
と
思
う
。

（
事
例
1
）
　
駅
と
港
津
一
賀
古
駅
と
水
患
船
瀬
一

　
『
延
喜
式
』
（
巻
二
＋
八
）
兵
部
省
に
は
賀
古
駅
に
お
け
る
駅
馬
の
数

は
四
十
疋
と
さ
れ
、
山
陽
道
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
他
の
諸
道
に
比

し
て
も
そ
の
数
は
『
延
喜
式
』
の
記
事
に
関
す
る
限
り
最
大
で
あ
る
。

　
一
方
、
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
港
と
し
て
応
急
十
三
売

年
紀
に
「
鹿
子
水
門
」
、
『
万
葉
集
』
（
二
五
三
）
に
「
可
古
の
湊
」
と
い

う
名
が
み
え
る
ほ
か
に
、
前
章
韓
語
の
節
で
引
用
し
た
『
続
日
本
紀
』

延
暦
八
年
十
二
月
乙
亥
条
に
「
播
磨
国
美
嚢
郡
大
領
正
六
塗
下
韓
鍛

首
広
富
麗
昌
稲
六
万
束
於
水
難
船
瀬
鱒
授
昌
盛
従
五
位
下
こ
お
よ
び
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
δ
囁
）

暦
十
年
十
一
月
壬
戌
（
六
日
）
条
に
「
授
二
播
磨
国
人
大
初
位
下
出
雲

臣
人
麻
呂
外
従
五
位
下
刈
以
レ
献
二
一
一
水
児
船
瀬
一
也
。
」
と
あ
る
「
水

論
船
瀬
」
の
名
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
鹿
子
水
門
の
遺
趾
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
（
δ
o
っ
）

て
は
、
　
『
地
名
辞
書
』
は
加
古
川
市
直
屋
の
大
津
山
福
田
寺
の
寺
号
、

お
よ
び
常
温
が
大
津
千
軒
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
加
古
川
左
岸

の
荒
屋
付
近
に
比
定
し
て
い
る
（
第
＋
意
図
）
。
さ
ら
に
稲
屋
の
北
東
約

八
○
O
m
の
木
村
に
泊
明
神
が
あ
り
、
そ
の
南
を
泊
川
が
流
れ
往
時

の
港
津
の
地
を
推
定
さ
せ
る
に
有
利
な
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
特

に
要
津
名
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
津
と
い
う
名
称
を
伝
え
る

こ
と
は
、
こ
の
稲
屋
付
近
に
往
時
の
河
口
港
を
想
定
す
る
可
能
性
を

強
く
し
て
い
る
。
　
『
地
名
辞
書
』
は
さ
ら
に
水
児
船
瀬
の
地
を
も
鹿

子
水
門
と
同
一
と
見
倣
し
稲
藁
付
近
に
比
定
し
て
い
る
。
筆
者
は
、

こ
の
間
の
事
情
を
検
討
す
る
た
め
に
加
古
川
市
役
所
で
小
字
名
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
右
岸
の
大
国
集
落
南
方
に
「
船
瀬
」
な
る
地
名
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
（
第
＋
四
三
）
。
こ
の
場
合
、
水
苗
船
瀬
と
い
う
名
称

か
ら
考
え
て
地
名
「
船
瀬
」
も
ま
た
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
忌
屋
お
よ
び
船
瀬
の
位
置
を
検
す
る
た
め
に
地
形
的
側
面
か

ら
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
加
古
川
三
角
州
に
つ
い
て
稲
見
悦
治
氏
は
、
旧
分
流
域
が
六
甲
山
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書謬．加古川河口部の地形および細古代港測地（ｿ類は土地条件図による）
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e・
地
を
中
心
と
す
る
東
高
西
低

の
傾
動
地
塊
運
動
の
末
端
部

に
あ
た
る
た
め
隆
起
軸
に
近

い
印
南
野
縁
の
分
流
は
そ
の

西
方
の
諸
分
流
に
順
次
戴
頭

さ
れ
、
河
辺
の
中
心
が
西
遷

し
右
岸
三
角
洲
の
陸
化
が
お

く
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

（
δ
り
）

る
。
こ
の
観
察
は
、
国
道
以

南
が
一
三
化
し
た
の
は
近
世
・

以
降
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

現
在
で
も
右
岸
で
は
海
抜
O

m
以
下
の
地
域
さ
え
見
受
け

ら
れ
る
と
い
う
『
土
地
条
件

調
査
報
告
書
』
の
見
解
と
も
、

ま
た
谷
岡
武
・
雄
、
山
田
安
彦

両
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

加
古
郡
条
坊
の
復
原
図
と
も

二
間よ
く
照
合
す
る
。
加
古
川
市

90　（90）
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一
万
分
の
一
地
形
図
に
お
い
て
条
里
地
割
の
遺
構
を
追
跡
し
た
場
合

条
里
地
割
は
左
岸
で
は
二
m
の
等
高
線
付
近
に
ま
で
遺
存
状
態
が
確

認
さ
れ
る
の
に
対
し
、
右
岸
で
は
五
m
線
付
近
で
そ
の
南
限
と
な
る

（
第
十
四
図
）
。
以
上
の
よ
う
な
条
里
遺
構
の
分
布
か
ら
先
述
の
稲
屋
、
泊

明
神
あ
る
い
は
船
瀬
付
近
の
位
置
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
場

合
に
も
条
里
縁
辺
部
に
あ
り
、
条
里
地
割
の
南
限
を
も
っ
て
仮
に
古

代
の
旧
汀
線
と
み
な
し
う
る
な
ら
、
両
者
と
も
条
里
施
行
期
の
港
津

で
あ
り
得
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
三
角
州
上
に
お
け

る
条
里
地
割
は
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
船
瀬
付
近
に
機
械
的
に
旧
汀
線
を
推
定
す
る
こ

と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
こ
の
付
近
に
つ
い
て
よ
り
細
部
に
わ
た
っ
て

地
割
を
み
る
と
、
字
船
瀬
は
闘
ら
か
に
方
一
町
の
条
里
の
坪
に
名
づ

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
爾
お
よ
び
南
は
条
里
地
割
と
は
明
ら

か
に
対
照
的
に
乱
れ
た
地
条
を
示
し
、
加
古
川
旧
流
路
の
氾
濫
原
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り
以
南
に
は
条
里
地
割
を
検

出
で
き
な
い
の
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
『
条
件
図
』
は
こ
の
付
近

に
二
条
の
旧
流
路
を
描
く
（
第
＋
四
過
）
が
、
こ
の
旧
流
路
の
方
向
は
非

条
里
型
地
割
の
分
布
と
よ
く
合
致
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
・
『
条
件

図
』
は
左
岸
に
も
数
条
の
旧
流
路
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
も

条
里
地
割
が
部
分
的
に
乱
れ
て
い
る
こ
と
は
一
万
分
の
一
地
形
図
か

ら
も
判
読
で
き
る
が
全
体
と
し
て
条
里
遺
構
は
存
在
し
、
条
里
地
割

施
行
以
後
の
旧
流
路
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
し
て
右
岸
．

の
旧
流
路
は
条
里
地
割
を
整
然
と
切
り
、
条
里
施
行
期
の
加
古
川
の

本
流
は
現
在
の
そ
れ
よ
り
も
西
に
曲
流
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
想
定
が
許
さ
れ
れ
ば
、
条
里
遺
構
の
分
布

限
界
よ
り
も
南
に
描
い
て
い
る
稲
見
氏
の
古
代
海
岸
線
の
黒
影
ま
で

汀
線
を
下
げ
た
と
し
て
も
、
船
瀬
の
位
置
が
加
古
川
河
口
部
に
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
港
津
を
比
定
す
る
地
形
的
な
根
拠
は

必
ら
ず
し
も
否
定
的
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
考
察
に
お
い
て
も
、

延
暦
年
間
の
史
料
に
み
る
水
児
の
船
瀬
と
、
鹿
子
水
門
（
湊
）
が
い

か
な
る
位
置
関
係
に
あ
っ
た
か
は
決
め
難
い
。
仮
に
水
素
船
瀬
が
加

古
郡
に
あ
っ
た
も
の
と
し
た
ら
右
岸
の
『
和
名
抄
』
印
南
郡
大
国
郷

の
遺
称
讃
と
考
え
る
べ
き
大
国
集
落
の
近
く
に
求
め
る
こ
と
は
誤
り

で
あ
ろ
う
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
「
印
南
之
大
津
江
」
を
加
古
郡

鴨
波
里
の
条
に
記
し
て
い
る
こ
と
は
大
津
そ
の
も
の
が
加
古
郡
に
あ

り
そ
の
前
面
に
印
南
二
大
津
江
が
横
た
わ
っ
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、

整
の
地
形
的
条
件
や
璽
の
大
挙
軒
の
鼻
と
A
黙
し
、
・
の
樹

大
津
が
二
二
船
瀬
で
あ
る
な
ら
ば
美
嚢
郡
の
大
領
等
が
稲
を
献
じ
る
　
飢



こ
と
に
よ
っ
て
授
位
さ
れ
る
べ
き
大
津
と
い
う
名
を
も
つ
二
業
で
あ

っ
た
事
情
が
理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
『
風
土
記
』
に
い
う
印
爾
之

大
津
江
は
上
述
の
加
古
川
河
口
部
右
岸
部
を
示
す
も
の
と
解
す
る
ζ

と
が
地
形
的
に
自
然
で
あ
り
、
船
瀬
の
位
置
が
こ
の
大
津
江
に
臨
む

位
置
に
あ
り
得
る
こ
と
、
名
称
の
上
で
水
魚
船
瀬
に
通
じ
る
こ
と
さ

ら
に
水
受
船
瀬
が
加
古
郡
に
あ
っ
た
と
す
る
積
極
的
な
証
拠
が
な
い

限
り
、
こ
の
船
瀬
と
い
う
字
名
の
位
置
は
水
児
船
瀬
の
推
定
地
の
一

つ
と
し
て
な
お
検
討
す
る
に
耐
え
る
も
の
と
考
え
る
。
小
稿
で
は
と

り
あ
え
ず
両
者
の
場
合
に
つ
い
て
陸
路
と
の
関
係
を
み
て
お
き
た
い
。

　
賀
古
駅
の
牛
蛙
は
加
古
川
市
東
部
に
あ
る
駅
池
と
そ
の
爾
北
に
そ

れ
ぞ
れ
あ
る
白
鳳
期
の
も
の
と
さ
れ
る
大
内
・
野
口
両
廃
寺
付
近
と

　
　
　
　
　
（
＝
一
）

推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
賀
古
駅
推
定
地
と
鳥
屋
の
直
線
距
離
は
約

四
㎞
と
な
り
、
船
瀬
と
の
直
線
距
離
は
約
六
㎞
と
な
る
。
し
か
し
当

時
の
山
陽
道
は
加
古
川
右
岸
の
三
角
洲
未
発
達
の
地
を
通
過
し
て
い

た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
大
国
集
落
に
接
し
て
「
大
道
」
な
る
字
名
が

存
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
賀
古
駅
付
近
か
ら
北
折
し
て
日
岡
山

麓
付
近
か
ら
西
に
罷
っ
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
場
合
に
は
山
陽
道
か
ら

船
瀬
ま
で
の
距
離
は
四
〇
〇
皿
前
後
と
な
り
そ
の
近
接
性
を
知
る
の

で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
駅
馬
四
十
疋
を
備
え
る
駅
と
、
稲
を
献

じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
授
位
さ
れ
る
べ
き
要
急
が
ほ
ぼ
近
接
し
て
存
在

し
た
こ
と
に
な
り
、
水
児
船
…
瀬
を
い
ず
れ
に
求
め
て
も
陸
路
と
港
津

の
位
置
関
係
に
密
接
な
る
こ
と
を
推
定
で
き
る
。
つ
ま
り
加
古
川
河

口
部
は
水
陸
交
通
の
交
会
点
と
し
て
結
節
機
能
を
強
く
保
持
し
た
も

の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
の
記
事
が
示
す
よ

う
に
加
古
川
上
流
部
美
嚢
川
河
谷
を
占
め
た
美
嚢
郡
の
大
領
が
こ
の

水
母
船
瀬
と
関
連
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
加
古
川
河
口
部
の
占
め

る
位
置
も
背
離
と
し
て
の
加
古
川
水
系
を
無
視
し
て
存
在
し
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

あ
ろ
う
。
播
磨
国
の
中
で
加
古
川
の
流
域
面
積
は
一
七
三
〇
㎞
を
占

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

め
揖
保
川
の
八
一
〇
㎞
、
千
種
川
の
七
五
二
㎞
、
市
川
の
五
二
七
・

　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
這
）

六
㎞
を
し
の
い
で
い
る
。
上
述
の
如
く
明
石
川
河
口
部
の
明
石
浜
に

も
淡
路
国
石
屋
浜
と
結
ぶ
べ
く
承
和
十
翌
年
（
八
四
五
）
に
渡
舟
の
施

設
を
お
い
て
い
る
し
、
明
石
駅
の
駅
馬
三
十
疋
を
数
え
る
が
、
流
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

面
積
わ
ず
か
一
二
五
・
六
㎞
の
明
石
川
の
河
口
部
と
加
古
川
河
口
部

の
結
節
地
点
の
性
格
は
異
っ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
賀
古
駅
や
水
書
船
瀬
に
加
え
て
加
古
郡
家
の
遺
堤
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
地
域
に
お
け
る
古
代
の
結
節
点
ど
し

て
の
様
相
を
よ
り
具
体
的
に
実
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
漆
器
の
調

査
で
は
そ
れ
を
把
握
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
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こ
の
他
、
駅
と
港
津
の
関
係
に
つ
い
て
は
例
え
ば
南
海
道
の
加
太

駅
は
対
岸
の
淡
路
島
の
由
良
駅
に
至
る
た
め
の
渡
津
で
も
な
干
れ
ば

な
ら
な
い
。
和
歌
山
市
役
所
の
加
太
町
字
図
で
は
「
泊
り
谷
」
、
「
泊

り
谷
東
原
」
お
よ
び
「
泊
り
谷
西
原
し
と
字
名
が
検
出
さ
れ
、
そ
の

位
置
が
往
時
の
港
津
趾
で
あ
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
が
、
加
太
駅
の

位
置
が
判
明
せ
ず
他
日
の
現
地
調
査
を
墜
ち
た
い
と
思
う
。

（
事
例
2
）
　
郡
家
と
港
津
！
住
吉
郡
家
と
児
島
郡
家
－

　
郡
家
と
港
津
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
藤
岡
謙
二
郎
氏
に
よ
る
淡
路

　
　
　
　
　
　
（
二
。
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
峯
）

国
津
名
郡
家
の
事
例
お
よ
び
足
利
健
亮
幾
の
宇
治
郡
家
の
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
場
合
水
戸
彰
考
館
蔵
『
山
城
国
山
科
郷
古

図
』
に
記
入
さ
れ
て
い
る
「
郡
里
」
を
宇
治
郡
家
に
あ
て
、
そ
れ
に

隣
接
す
る
「
大
津
里
」
が
宇
治
川
に
臨
む
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

郡
家
と
港
湾
機
能
を
示
唆
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
筆
者

は
摂
津
国
住
吉
郡
家
と
備
前
国
児
島
郡
家
を
と
り
あ
げ
、
港
津
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

　
摂
津
国
住
吉
郡
家
住
吉
郡
家
の
位
置
を
推
定
さ
せ
る
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
（
一
罎
）

『
東
成
潔
癖
吉
村
全
図
』
（
年
代
不
詳
、
第
＋
五
図
）
に
「
大
領
」
　
「
大
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
①
）

西
池
」
お
よ
び
「
大
領
東
窮
し
な
る
宇
名
が
注
目
さ
れ
る
。
「
大
領
」

は
現
在
の
住
吉
町
、
住
吉
神
社
の
北
東
に
ほ
ぼ
接
し
て
あ
り
、
　
「
大

領
西
池
」
お
よ
び
「
大
領
東
池
」
は
そ
れ
よ
り
も
北
東
約
一
㎞
、
現

在
の
大
領
町
の
場
所
に
あ
る
。
住
吉
郡
は
『
和
名
抄
』
に
よ
る
と
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
β

郷
を
臆
し
、
下
郡
で
あ
る
が
、
職
員
令
で
は
下
郡
の
郡
司
と
し
て
大

領
一
人
、
少
領
一
人
、
主
筆
一
人
と
あ
る
か
ら
住
吉
郡
家
推
定
に
際

し
て
大
領
地
名
を
援
用
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
上
町
台

地
上
に
あ
り
、
明
治
十
八
年
測
量
の
仮
製
二
万
分
の
一
地
形
図
に
も

付
近
に
水
田
を
描
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
領
地
名
を
大
領

に
六
町
与
え
ら
れ
た
郡
司
職
分
田
に
由
来
す
る
も
の
と
も
考
え
る
必

要
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
住
吉
郡
家
が
「
大
領
」
付
近
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
「
大
領
東
池
」
・
「
大
領
西
池
」
付
近
で
あ
っ
た
の
か

が
問
題
と
な
る
。
郡
家
プ
ラ
ン
復
原
そ
の
も
の
が
小
稿
の
目
的
で
は

な
い
が
、
住
吉
神
社
を
と
り
難
く
こ
の
地
の
特
性
が
形
態
の
上
に
反

映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
プ
ラ
ン
の
問
題

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
し
か
し
以
下
の
記
述
は
あ
く
ま
で
も
地
図
上

で
の
仮
定
で
あ
っ
て
詳
細
な
現
地
調
査
や
美
堀
調
査
で
精
確
を
期
さ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
上
述
の
加
古
川
河
口
部
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
大
道
地
名
は
一
般

に
古
代
官
道
を
推
定
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
第
一
五
図
に
み
ら
れ
る
大
道
地
名
は
い
さ
さ
か
特
殊
で
あ
る
。
つ
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第15図　住吉郡家推定図（東成郡住吉村全図）
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古代港津の歴史地理学的考察（千田）

ま
り
南
か
ら
北
へ
「
口
大
道
」
、
「
大
道
」
お
よ
び
「
奥
大
道
」
と
い

う
具
合
に
口
か
ら
奥
へ
と
通
じ
る
一
定
の
限
ら
れ
た
大
道
を
意
味
す

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
で
な
く
「
口
大
道
」
に
南
接
し
て

諸
寺
の
総
門
・
南
大
門
に
お
か
れ
る
べ
き
仁
王
像
を
想
起
さ
せ
る

「
仁
王
前
」
な
る
字
名
と
そ
の
西
に
水
神
・
海
神
と
さ
れ
る
「
龍
王
」

な
る
字
名
も
見
出
さ
れ
「
門
口
」
と
い
う
題
名
を
も
参
酌
す
れ
ば
こ

の
「
口
大
道
」
が
入
口
付
近
の
大
道
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
奥
大
道
」
・
「
大
道
」
・
「
口
大
道
」
を
連
ね

る
A
－
B
－
C
線
こ
そ
が
、
住
戸
郡
家
の
中
軸
線
と
み
な
し
得
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
線
は
N
2
5
度
E
の
方
向
を
と
る
が
A
i
C
問
を
計

測
す
る
と
黒
八
町
で
あ
る
。
ま
た
D
l
B
、
B
－
E
が
そ
れ
ぞ
れ
約
四

町
と
な
る
。
ま
た
F
I
D
線
は
A
－
C
線
に
ほ
ぼ
平
行
し
、
東
の
H

一
二
線
、
E
－
J
線
も
同
じ
く
A
I
c
線
と
平
行
す
る
。
さ
ら
に
E

－
J
線
は
H
一
王
線
の
延
長
上
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
B
I

D
線
が
そ
の
西
方
の
方
格
状
地
割
（
「
醐
ノ
坪
」
な
る
宇
名
か
ら
条
里

地
割
と
考
え
ら
れ
る
）
と
方
向
を
異
に
す
る
が
こ
の
方
向
は
先
に
あ
げ

た
第
七
図
の
等
高
線
の
走
向
か
ら
判
断
し
て
地
形
に
由
来
す
る
も
の

で
は
な
く
、
B
－
D
線
を
境
界
と
す
る
道
路
プ
ラ
ン
の
種
類
の
椙
違

に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
ご
と
く
特
殊
な
る
、
か
つ

整
然
と
口
↓
奥
を
示
唆
す
る
大
道
地
名
と
大
領
地
名
に
著
目
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
住
吉
郡
家
が
方
八
町
の
プ
ラ
ン
で
も
っ
て
設
営
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
を
い
だ
か
ぜ
る
。
こ
の
よ
う
に
想
定
さ

れ
た
プ
ラ
ン
の
北
端
近
く
を
十
二
・
五
m
の
等
高
線
が
走
り
、
南
端

は
五
m
の
等
高
線
よ
り
も
わ
ず
か
に
北
に
位
置
し
、
郡
家
全
体
は
南

に
傾
斜
す
る
台
地
面
上
に
設
営
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
面
の
傾

斜
は
既
述
の
上
町
台
地
の
南
西
斜
面
に
相
当
す
る
が
、
中
軸
線
A
I

C
の
N
2
5
度
E
の
傾
き
も
細
井
川
の
千
筋
を
横
切
る
N
N
E
－
S
S

W
方
向
の
地
質
構
造
線
の
方
向
に
一
致
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
自

　
　
　
（
一
一
。
。
）

然
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
八
町
の
プ
ラ
ン
を
想
定
す
る
こ
と
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
O
）

に
報
告
の
あ
る
美
濃
国
不
破
郡
の
如
き
十
三
郷
を
管
す
る
上
郡
な
ら

と
も
か
く
下
郡
た
る
住
吉
郡
家
に
お
い
て
国
府
に
か
な
う
べ
き
プ
ラ

ン
が
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
闇
が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ

ろ
う
。
だ
が
摂
津
か
ら
播
磨
に
か
け
て
多
く
の
地
を
領
有
し
、
か
つ

は
海
上
を
舞
A
口
と
し
た
住
吉
神
社
を
背
後
に
も
つ
津
守
氏
を
中
心
と

す
る
郡
司
層
を
考
慮
す
れ
ば
郡
家
プ
ラ
ン
の
方
八
町
も
考
え
う
る
余

地
を
も
っ
て
い
る
と
し
た
い
。
既
述
し
た
ご
と
く
海
浜
に
は
住
吉
三

津
、
敷
津
、
榎
津
を
控
え
た
こ
の
地
は
行
政
中
心
と
し
て
の
郡
家
と

95　（95）



結
す
び
つ
き
、
摂
津
南
部
に
お
け
る
結
節
地
域
と
し
て
の

性
格
を
顕
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
備
前
国
児
島
郡
家
現
在
、
岡
山
市
南
部
児
島
地
区
に
大

字
郡
が
児
島
湖
に
臨
ん
で
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
地
も
古

代
児
島
郡
家
の
地
で
あ
り
港
湾
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と

を
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
推
定
し
た
い
。

　
④
岡
山
市
役
所
甲
ノ
浦
支
所
で
地
籍
図
を
検
討
し
た
結

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
う
じ

果
字
名
と
し
て
「
西
小
路
」
・
「
中
小
路
」
・
「
東
小
路
」
が

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
俗
称
と
し
て
西
小
路
を
南
北
に
分
け

て
「
南
小
路
」
・
「
北
小
路
」
が
あ
り
、
ま
た
中
小
路
に
は

「
戸
の
上
小
路
」
が
、
東
小
路
の
東
方
に
は
「
川
原
小
路
」

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
第
一
穴
図
）
。
こ
れ
ら
の
小
路
地

名
は
現
在
の
道
路
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
字
名
と
し
て

集
落
の
区
分
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
街
区
が
計
画

的
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
旧
格
プ
ラ

ン
に
お
け
る
街
区
の
遺
称
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
の

道
路
で
は
西
小
路
、
中
小
路
の
北
辺
部
に
辛
う
じ
て
一
町

間
隔
の
も
の
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
直
交
す
る
道

路
や
水
路
が
存
在
す
る
こ
と
は
こ
の
郡
集
落
が
計
画
的
集

第16図備前国児島郡家推定図

96　（96）



古代港津の歴史地理学的考察（千国）

落
で
あ
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

　
㊥
郡
集
落
の
西
端
に
あ
る
総
社
神
社
は
児
島
郡
総
社
で
、
当
社
宮

司
難
波
貞
雲
影
に
よ
れ
ば
児
島
郡
古
社
十
一
社
を
合
超
し
て
い
る
と

言
う
。
つ
ま
り
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
郡
総
社

の
存
在
は
郡
中
心
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
の
当
地
の
口
碑
と
し
て
「
郡
千
軒
寺
百
軒
」
と
い
う
こ
と
ば
が
伝

え
ら
れ
往
時
主
邑
を
な
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在

郡
集
落
に
は
七
ケ
寺
し
か
な
い
が
、
南
の
下
半
集
落
付
近
の
傾
斜
面

に
は
字
名
と
し
て
「
赤
井
坊
」
・
「
赤
木
坊
」
・
「
東
泉
坊
」
・
「
香
蔵

坊
」
な
ど
の
坊
地
名
が
あ
り
口
碑
が
地
名
と
照
合
す
る
。

　
⇔
こ
の
郡
集
落
が
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
初
頭
以
前
に
成
立
し
で

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
郡
集
落
の
東
端
に
あ
る
三

蔵
院
の
境
内
か
ら
「
文
亀
三
年
大
月
沙
門
長
栄
」
と
い
う
在
銘
の
古

　
　
　
　
　
　
　
（
置
O
）

瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、

　
㈲
南
部
の
城
山
山
麓
部
に
国
津
神
祉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
来
さ

ら
に
南
方
の
金
甲
山
頂
に
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
付
近
に
郡
家
趾
を

推
定
す
べ
き
材
料
は
な
い
。

　
以
上
の
諸
理
由
か
ら
こ
の
地
を
児
島
郡
家
堤
と
考
え
て
差
し
支
え

　
　
　
　
（
這
一
）

な
い
と
考
え
る
。

　
児
島
は
そ
の
名
の
通
り
島
で
あ
る
。
こ
の
郡
集
落
か
ら
現
在
の
児

島
湖
、
藤
戸
を
経
て
高
梁
川
を
結
す
ぶ
線
が
完
全
に
陸
化
し
て
児
島

と
そ
の
対
岸
が
結
す
ば
れ
た
の
は
大
串
石
蔵
氏
作
製
の
『
児
島
湾
開

　
　
（
誌
悼
）

発
年
代
図
』
に
よ
れ
ば
十
七
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
正
安
二
年

（一

O
〇
〇
）
製
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
備
前
国
上
道
郡
荒
野
庄
領

（
這
匂
q
）

地
図
』
（
奈
良
大
宮
家
文
書
）
に
は
「
内
海
千
八
百
潟
町
」
、
「
備
前
国
内

児
島
也
」
と
記
し
、
当
時
児
島
が
完
全
に
島
と
し
て
描
い
て
い
る
。

そ
の
西
に
は
「
フ
チ
ト
ノ
セ
ト
」
の
記
入
が
あ
り
藤
戸
付
近
が
瀬
戸

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
内
海
の
南
北
の
長
さ
は
郡
集
落

と
操
山
南
麓
を
計
る
と
七
㎞
と
な
り
こ
こ
を
船
が
航
行
し
た
こ
と
は

『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
の
治
承
四
年
（
一
一
八
○
）
三
月
十
三
日
目
備

前
国
児
島
の
と
ま
り
に
着
か
せ
給
ふ
」
や
厨
年
四
月
三
日
「
備
前
国

う
ち
う
み
と
ほ
ら
せ
給
ふ
」
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
こ
こ
に

言
う
「
児
島
の
と
ま
り
」
に
つ
い
て
藤
井
駿
氏
は
出
港
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
（
一
錠
）

と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
郡
集
落
は
監
獄
浦
村
に
属
し
て
い
た
が
甲

案
と
い
う
地
名
も
ま
た
「
郡
の
浦
」
の
意
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
妥

当
で
あ
ろ
う
。
　
『
和
名
抄
』
は
児
島
郡
が
三
家
、
都
羅
、
賀
茂
、
児

島
の
四
郷
を
管
す
る
こ
と
を
記
す
が
、
こ
の
三
家
郷
は
欽
明
天
皇
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
悼
q
）

七
年
に
置
か
れ
た
児
島
屯
倉
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
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（
一
試
）

位
置
に
つ
い
て
『
嗣
山
市
史
』
は
、
敏
達
紀
十

二
年
の
日
羅
が
百
済
か
ら
の
帰
途
児
島
屯
倉
に

　
　
　
　
　
　
　
（
搭
刈
）

滞
在
し
た
と
い
う
記
事
か
ら
、
あ
る
い
は
屯
倉

が
郡
家
の
素
地
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
匙
い

う
想
定
の
下
に
郡
集
落
の
地
に
求
め
て
い
る
。

も
し
そ
う
し
た
想
定
の
裂
づ
け
が
得
ら
れ
る
な

ら
ば
港
湾
機
能
は
屯
倉
の
問
題
に
お
い
て
も
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誌
Q
◎
）

視
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
郡
の
行
政
中
心
地
と
し
て
の
郡
家
と
港
津
の

関
連
性
の
事
例
と
し
て
児
島
郡
家
を
と
り
あ
げ

　
　
　
　
（
這
り
）

て
お
き
た
い
。

　
（
事
例
3
）
国
府
と
港
津
1
一
備
中
国
都
宇

郡
の
場
合
一

　
国
府
と
港
津
の
関
係
は
、
国
府
の
外
港
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
。
。
O
）

題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
国
津

’
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
は
既
に
最
初
に
触
れ
た
が
、

こ
の
国
津
に
つ
い
て
は
大
津
（
和
泉
や
土
佐
の
場

合
）
と
称
さ
れ
た
と
す
る
事
例
や
御
津
（
参
河
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
し
。
じ

と
呼
ば
れ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
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に
周
防
国
府
の
場
合
は
三
田
尻
に
あ
っ
た
国
府
自
身
が
港
湾
を
兼
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
匙
。
博
）

る
と
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
摂
津
に
つ
い
て
は

　
　
　
（
一
。
。
。
。
）

『
扶
桑
略
記
』
に
「
治
安
三
年
十
月
十
七
日
、
入
道
前
大
相
国
詣
論
紀

伊
国
金
剛
峰
寺
殉
廿
八
日
。
入
昌
摂
津
国
殉
（
中
略
）
次
於
昌
国
府
大
渡

下
刈
乗
二
御
船
一
」
と
あ
っ
て
大
渡
す
な
わ
ち
渡
辺
が
国
津
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
（
お
県
）
．

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
瀬
戸
内
沿
岸
諸
国
の
国
津
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
（
一
も
。
0
）

藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
小
稿
で
は
備
中
国

の
国
津
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
都
宇
郡
が
占
め
た
位
置
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
第
＋
三
図
）
。

　
都
宇
は
津
の
好
字
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
和
名
抄
』

に
よ
れ
ば
都
宇
郡
は
影
面
、
撫
河
、
深
井
、
駅
家
の
四
郷
を
製
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
他
方
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
『
備
中
国
大
税

　
　
　
（
一
。
。
①
）

負
死
亡
人
帳
』
で
は
工
面
郷
（
神
沼
里
、
辛
人
里
）
、
地
理
郷
（
鳥

羽
里
）
、
深
井
郷
（
岡
田
里
）
、
建
部
郷
の
四
郷
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

両
者
を
郷
名
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
『
大
恩
負
死
亡
人
帳
』
の
建
部

郷
が
『
和
名
抄
』
に
見
ら
れ
ず
駅
家
郷
が
新
た
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
三
面
郷
は
現
在
の
高
松
町
加
茂
を
、
ま
た
撫
乙
甲
は
吉
備

町
撫
川
を
以
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
遺
品
と
し
、
深
井
郷
に
つ
い
て
は
永
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
Q
。
刈
）

卯
三
郎
鏡
は
高
松
町
新
庄
下
付
近
に
推
定
し
て
い
る
。
駅
家
郷
の
位

置
に
つ
い
て
は
、
　
『
延
喜
式
』
兵
部
省
は
備
前
国
津
高
歯
に
続
い
て

備
中
圏
津
睨
・
河
辺
・
小
田
・
後
月
（
各
雨
漏
）
の
各
駅
名
を
挙
げ

て
い
る
が
こ
の
津
国
財
に
因
む
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
備
前
国
津
高
駅
を
通
説
に
従
っ
て
中
世
の
辛
川
宿
で
あ
っ
た
御

津
郡
一
宮
町
辛
川
市
場
付
近
に
、
ま
た
二
面
駅
よ
り
西
方
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
河
辺
駅
を
高
梁
川
の
西
岸
の
川
辺
、
近
世
の
河
辺
宿

　
　
　
　
（
一
Q
。
c
。
）

付
近
に
求
め
る
と
す
る
と
、
辛
川
市
場
と
川
辺
の
距
離
は
約
一
四
㎞
、

仮
に
備
中
国
府
を
迂
回
し
て
も
約
二
〇
㎞
前
後
と
な
り
当
時
の
三
十
．

里
一
駅
の
制
つ
ま
り
現
在
の
六
二
〇
㎞
短
に
一
点
が
お
か
れ
た
と
し

て
も
、
津
高
・
河
辺
両
岸
の
聞
に
津
落
蓋
を
お
い
て
い
る
こ
と
は
国
府

と
の
関
係
を
考
え
な
い
で
は
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
も
。
㊤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竃
O
）

こ
の
津
睨
駅
に
つ
い
て
『
地
名
辞
書
』
お
よ
び
永
山
氏
は
都
窪
郡
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軍
一
）

手
村
地
頭
片
山
の
字
津
坂
に
あ
て
て
い
る
。
し
か
る
に
都
窪
郡
は
明

治
三
十
三
年
都
宇
郡
と
窪
屋
郡
が
合
併
し
て
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
唱

名
で
、
山
手
村
は
合
併
以
前
窪
屋
郡
に
属
し
て
い
た
た
め
響
岩
を
山

手
村
に
求
め
る
こ
と
に
疑
問
が
呈
さ
れ
『
岡
山
県
の
歴
史
』
も
そ
の

　
　
　
　
　
（
竃
悼
）

遺
趾
不
明
と
す
る
。
筆
者
は
山
手
村
役
場
で
地
籍
図
か
ら
字
津
坂
の

位
置
を
第
十
七
図
の
ご
と
く
確
認
し
た
が
、
仮
に
古
代
山
陽
道
が
総

社
市
東
方
に
あ
る
備
中
国
府
を
通
過
し
て
い
な
い
も
の
す
れ
ば
辛
川
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市
場
と
川
辺
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
津
坂
地
名
は
津
睨
駅
比
定
に
際
し

て
無
視
し
得
な
い
も
の
と
血
4
5
え
た
い
。
た
だ
津
坂
の
位
置
は
丘
陵
端

に
あ
り
、
そ
こ
を
以
っ
て
駅
祉
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
山
手
村
東

部
、
山
陽
道
に
そ
っ
て
「
三
宿
」
と
い
う
字
が
あ
り
、
こ
れ
が
津
蜆
駅

を
比
定
す
る
場
合
の
津
坂
地
名
と
の
関
連
に
お
い
て
示
唆
的
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
北
行
す
れ
ば
備
中
国
分
寺
を
経
て
国
府
に
至
軌
、
津
睨
駅

設
置
の
理
由
が
理
解
さ
れ
や
す
く
、
津
坂
地
名
も
ま
た
津
睨
と
結
す

び
つ
け
て
解
釈
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
一
台
の
間
題
が
未
解
決
の
ま

ま
残
る
が
第
十
七
図
の
よ
う
に
『
和
名
抄
』
の
郷
名
を
遺
称
地
名
か

ら
比
定
す
る
と
「
丁
丁
」
の
部
分
が
必
ず
し
も
窪
屋
郡
に
含
ま
れ
る

必
要
も
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
な
お
精
査
を
期
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
さ
て
総
社
市
金
井
戸
字
御
所
を
中
心
と
す
る
付
近
に
そ
の
位
置
を

推
定
さ
れ
て
い
る
備
中
国
府
の
菓
を
流
れ
る
足
守
川
は
、
都
宇
郡
を

貫
流
し
て
児
島
湾
（
現
在
の
児
島
湖
）
に
注
い
で
い
る
。
こ
の
足
守

川
が
律
令
期
に
国
府
と
都
宇
郡
の
間
の
水
運
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
な

ら
ば
次
に
述
べ
る
如
く
都
宇
郡
家
の
位
置
が
高
松
町
加
茂
つ
ま
り
足

守
川
と
山
陽
道
の
交
会
点
に
位
置
し
、
本
郡
の
占
め
た
位
羅
お
よ
び

そ
の
地
域
的
性
格
を
想
定
す
る
上
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
高
松
町
役
場
で
地
籍
図
を
検
し
た
と
こ
ろ
大
字
加
茂
に
「
郡
中
田
」

負簿18図　 ㌻旛pi：羅轟筍～等：業鵬易ミ吾｛｛…定図
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（
コ
オ
リ
ナ
カ
ダ
）
な
る
字
名
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に
加
茂
付

近
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
昆
沙
門
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
正
式
に
は

幸
利
神
社
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
，
ま
た
古
老
の
話
で
は
こ
の

神
社
を
オ
コ
ウ
リ
サ
ン
と
も
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
第
＋
計
図
）
。

以
上
の
コ
オ
リ
関
係
の
地
名
お
よ
び
神
社
名
か
ら
こ
の
地
を
都
宇
郡

家
の
地
と
解
さ
れ
る
な
ら
ば
山
陽
道
と
足
守
川
の
交
点
に
設
営
さ
れ

た
都
宇
郡
家
の
位
置
は
高
度
の
結
節
機
能
を
果
し
た
と
憶
わ
れ
る
。

そ
れ
は
本
郡
を
十
字
に
走
る
水
・
陸
二
大
幹
線
を
有
す
る
交
通
路
の

機
能
の
一
点
と
の
重
な
り
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
西
に

は
国
府
へ
と
通
じ
る
津
蜆
駅
が
あ
り
、
そ
し
て
南
に
は
署
名
「
都
宇

（
津
）
」
が
示
す
よ
う
に
国
津
が
存
在
し
た
と
推
定
し
た
い
。
　
こ
の

国
津
の
位
置
に
つ
い
て
は
第
十
七
図
に
示
す
ご
と
く
条
里
地
割
の
南

限
付
近
に
あ
る
「
関
戸
」
付
近
で
は
な
い
か
と
推
し
量
ら
れ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
＆
）

あ
る
。
和
泉
国
の
場
合
に
つ
い
て
の
藤
岡
氏
の
考
定
に
あ
る
よ
う
に

大
津
川
河
口
部
に
「
中
関
田
」
と
い
う
地
名
が
み
ら
れ
、
国
津
で
は

な
い
が
近
江
国
塩
津
（
監
津
）
に
も
「
下
関
屋
」
　
「
上
関
屋
」
の
字

名
が
あ
り
、
港
津
趾
と
関
地
名
の
関
係
に
つ
い
て
も
再
考
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
　
『
和
名
抄
』
（
巻
十
）
「
津
」
　
の
項
に
は
　
「
唐
令

室
態
度
関
津
及
乗
畠
船
筏
一
上
下
経
レ
津
者
皆
当
レ
有
田
過
所
一
」
と
あ
っ

て
脚
質
の
規
定
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
場
合
津
を
経
る
の
に
過

所
が
必
要
な
こ
と
を
述
べ
津
は
ま
た
関
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
・
養
詣
犠
は
署
船
筏
経
レ
関
過
煮
変
鑑
所
こ

と
規
定
し
、
こ
の
関
に
つ
い
て
関
市
令
義
解
は
「
謂
、
長
門
及
摂
津
。

其
余
不
レ
請
昌
過
所
一
遇
。
不
レ
在
昌
此
限
ご
と
あ
っ
て
長
門
と
摂
津
に

の
み
適
用
さ
れ
、
国
津
に
つ
い
て
倣
触
れ
な
い
。

　
こ
の
他
、
筆
者
の
今
團
の
調
査
で
は
播
磨
国
津
と
推
定
さ
れ
る
姫

路
市
飾
磨
区
の
恵
美
酒
に
「
倉
ノ
坪
し
と
い
う
華
華
を
検
出
し
た
。

こ
の
位
置
も
条
里
遺
構
の
南
限
付
近
に
あ
り
、
そ
の
北
に
は
「
三
宅
」

地
名
も
あ
り
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
備
後
国
津
に
つ
い

て
は
芦
田
川
下
流
部
の
中
洲
か
ら
発
見
さ
れ
た
草
戸
千
軒
を
も
っ
て

そ
れ
に
あ
て
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
『
和
名
抄
』
沼
隈
郡
都
宇
郷
の

位
置
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
福
山
市
役
所
で
小

字
名
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
国
津
に
比
定
す
べ
き
も
の
を
見
出
し
得

な
か
っ
た
。
し
か
し
津
之
郷
小
学
校
西
方
の
田
辺
寺
境
内
か
ら
は
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
＆
）

良
末
期
か
ら
平
安
前
期
の
瓦
の
出
土
が
報
告
さ
れ
、
芦
田
川
河
口
に

臨
む
都
響
（
津
）
地
名
が
備
中
の
都
宇
郡
の
場
合
と
共
通
し
て
い
る

こ
ど
を
小
稿
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
古
代
地
域
の
結
節
点
に
お
い
て
港
津
も
ま
た
そ
の
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構
成
の
一
を
な
し
て
い
た
事
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
う
し
た
視

点
は
駅
、
郡
家
や
国
府
は
も
と
よ
り
、
古
代
の
畿
内
と
い
う
政
治
領

域
そ
の
も
の
が
難
波
津
と
い
う
も
の
を
く
み
い
れ
た
地
域
シ
ス
テ
ム

を
な
し
て
い
た
ど
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
例
え
ば
『
万
葉
集
』

に
「
君
に
よ
り
雷
、
の
繁
き
を
平
郷
の
明
日
香
の
川
に
み
そ
ぎ
し
に
行

く
一
の
尾
に
云
は
く
、
龍
田
超
え
三
津
の
浜
辺
に
み
そ
ぎ
し
に
ゆ
く
」

（
六
二
六
）
と
諮
り
、
龍
田
道
（
長
尾
街
道
）
を
経
て
三
津
に
至
る
ル
ー
ト

が
示
さ
れ
、
ま
た
『
入
唐
五
家
伝
紀
』
の
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
に

「
貞
観
三
年
（
中
略
）
七
月
十
一
日
、
出
レ
自
‘
巨
勢
寺
一
指
王
難
波
津
ハ

名
僧
数
十
白
蝦
人
骨
従
早
送
、
到
昌
大
和
国
萬
上
郡
箇
国
府
口
」
と
記

さ
れ
葛
上
郡
悩
国
府
の
位
置
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
恐
ら
く
は
竹
ノ

内
街
道
を
経
由
難
波
津
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
『
書
紀
』

に
も
難
波
と
大
和
を
結
ぶ
街
道
と
し
て
　
「
大
津
道
」
　
（
長
尾
街
道
）

「
丹
比
道
」
（
竹
内
街
道
）
の
記
事
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
多
く
を
触
れ

　
　
　
　
　
（
置
⑦
）

る
に
お
よ
ば
な
い
。
さ
ら
に
雄
略
記
に
は
「
日
下
之
直
越
道
」
、
『
万

葉
集
』
に
は
「
五
年
癸
酉
、
草
香
山
を
超
え
し
時
、
神
社
忌
寸
老
麻
呂

の
作
れ
る
歌
工
首
」
と
い
う
題
詞
が
あ
り
そ
の
う
ち
の
一
首
は
「
直

超
の
こ
の
道
に
し
て
お
し
照
る
や
難
波
の
海
と
名
づ
け
け
ら
し
も
」

（
九
七
七
）
と
、
ま
た
「
草
香
山
の
歌
一
首
」
と
し
て
「
お
し
照
る
難
波

を
過
ぎ
て
う
ち
な
び
く
草
香
の
山
を
夕
暮
に
わ
が
越
え
来
れ
ば
山
も

狭
に
咲
け
る
あ
し
び
の
悪
し
か
ら
ぬ
翼
を
い
つ
し
か
往
き
て
は
や
見

む
」
（
一
四
一
…
八
）
と
詠
ま
れ
日
下
の
直
下
は
生
駒
越
の
必
縦
谷
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
一
鳶
）

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
仮
に
そ
れ
が
暗
越

奈
良
街
道
で
あ
れ
ば
平
城
京
三
条
大
路
と
難
波
を
結
す
ぶ
交
通
路
に

網
当
す
る
。
し
か
し
難
波
か
ら
平
城
京
に
至
る
道
は
龍
田
道
を
示
す

記
事
が
多
い
。
　
『
続
日
本
紀
』
聖
武
天
皇
天
平
十
七
年
九
月
「
車
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慰
Q
O
）

還
二
平
城
殉
是
夕
宿
昌
宮
池
駅
殉
」
と
あ
っ
て
宮
聖
母
の
遺
趾
を
『
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
“
り
）

名
辞
雷
』
の
河
内
国
高
安
郡
三
宅
郷
に
求
め
る
説
を
と
れ
ば
龍
田
道

を
経
て
平
城
に
還
る
も
の
と
さ
れ
る
。
　
『
続
日
本
紀
』
光
仁
天
皇
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
U
O
）

亀
二
年
二
月
に
「
車
駕
取
二
龍
田
道
鴨
懇
到
昌
竹
原
井
行
宮
一
」
と
も
あ

る
。
　
ま
た
坂
本
太
郎
氏
は
『
東
大
寺
要
録
巻
鴎
』
大
和
尚
伝
の
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
じ

か
ら
難
波
－
河
内
立
山
一
平
群
駅
一
平
城
京
の
交
通
路
を
示
す
が
、

こ
れ
も
龍
田
道
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
続
日
本
紀
』
聖
武
天
皇
天
平
十
六
年
二
月
「
取
を
一
嶋
路
一
行
呂
幸

　
　
　
（
一
旨
）

紫
香
楽
宮
一
」
　
の
記
事
か
ら
は
難
波
か
ら
近
江
紫
香
楽
宮
に
至
る
交

通
路
の
存
在
を
も
知
る
。

　
水
運
の
問
題
に
つ
い
て
は
淀
川
に
つ
い
て
は
雷
う
ま
で
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
切
）

大
和
川
に
つ
い
て
は
岸
俊
男
氏
が
推
考
さ
れ
る
難
波
一
大
和
川
一
額
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田
部
（
大
和
郡
山
市
）
1
初
瀬
川
－
海
石
榴
市
あ
る
い
は
難
波
か
ら
大

和
川
を
経
由
、
寺
川
（
刑
坂
川
）
に
臨
む
阿
斗
の
河
辺
館
に
至
る
航
路

も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
に
か
く
難
波
津
の
占
め
た
位
置
は
瀬
戸
内
水
運
の
発
着
点
と
し

て
ま
た
畿
内
と
い
う
背
域
を
も
つ
国
家
レ
ベ
ル
の
要
港
と
し
て
そ
の

歴
史
地
理
学
的
考
察
に
は
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

筆

癖n口

　
以
上
筆
者
は
港
津
趾
の
比
定
に
力
点
を
お
い
て
、
多
く
の
仮
定
と

憶
測
を
混
じ
え
た
試
考
に
終
始
し
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
従

来
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
は
古
代
港
津
の
問
題
に
つ
い
て
多
ぐ
を
追

及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
事
情
か
ら
み
て
、
そ
の
方
法
を
模
索
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
故
で
も
あ
る
。
個
々
の
実
証
さ
れ
た
問
題
に
つ
い

て
こ
と
さ
ら
の
結
語
は
不
要
で
あ
る
が
、
上
に
示
し
た
如
く
古
代
地

域
に
お
け
る
港
は
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
理
的
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
故
位
置
比
定
の

試
考
を
今
後
も
積
み
重
ね
た
い
と
思
う
。

①
藤
闘
謙
二
郎
「
都
市
に
お
け
る
河
州
の
役
調
」
（
『
都
市
問
題
』
第
五
三
巻
第
八

　
号
、
昭
和
三
十
七
年
）
。

②
史
学
者
に
よ
る
古
代
水
運
な
い
し
は
港
湾
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
研
究
と
し
て
次

　
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
西
岡
虎
之
助
「
荘
園
に
お
け
る
倉
庫
の
経
営
と
港
湾
の
発
達
と
の
闘
係
」
（
『
史
学

　
雑
誌
』
第
四
四
巻
第
四
、
五
、
七
号
、
昭
和
八
年
）
、
（
『
荘
園
史
の
研
究
』
　
上
巻

　
昭
和
二
十
八
年
、
所
収
）
。

　
喜
田
新
六
「
令
制
下
に
於
け
る
物
資
の
融
通
運
用
に
就
い
て
　
上
」
（
『
史
学
雑
誌
』

　
第
四
十
九
巻
第
六
号
、
昭
和
十
三
年
）
。

　
古
田
良
　
『
日
本
海
運
史
概
説
』
昭
和
十
三
年
。

　
同
　

『
海
運
の
歴
史
』
昭
和
四
十
一
年
。

　
同
　
「
平
安
中
期
の
国
内
海
運
」
（
『
西
田
先
生
鼻
輪
記
念
　
環
本
古
代
史
論
叢
』

　
所
収
、
昭
郡
三
十
五
年
）
。

　
燦
俊
男
「
紀
氏
に
関
す
る
一
試
考
」
（
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
、
昭
聯
四

　
十
　
年
）
。

　
河
含
正
治
「
古
代
内
海
交
通
の
史
的
研
究
」
（
福
罵
猛
市
郎
編
　
『
内
海
産
業
と
水

　
運
の
史
的
研
究
』
所
収
、
昭
和
四
十
一
年
・
）
。

　
同
　

『
瀬
戸
内
海
の
歴
史
』
昭
聯
四
十
二
隔
ヰ
。

　
薗
田
香
融
「
古
代
海
上
交
通
と
紀
伊
の
水
軍
」
　
（
坪
井
清
足
・
岸
　
俊
男
編
『
古

　
代
の
日
本
5
　
近
畿
』
所
収
、
昭
和
四
十
五
年
）
。

　
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
国
府
と
外
港
等
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
前
掲
①

　
の
他
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
藤
岡
謙
二
郎
『
都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
昭
和
三
十
五
年
。

　
問
　
　
「
古
代
東
海
三
国
の
地
域
中
心
と
国
府
の
調
査
」
（
『
立
命
館
大
学
』
第
二
二

　
三
号
、
昭
和
三
十
九
年
）
。

　
同
　
「
和
泉
国
府
を
中
心
と
し
た
古
代
都
市
圏
の
鷹
史
考
古
地
理
学
的
調
査
」

　
（
『
考
古
地
理
学
』
（
歴
史
地
理
学
紀
要
五
）
所
収
、
昭
和
三
十
八
年
）
。

　
同
　
『
国
府
』
昭
和
四
十
四
年
目

　
米
倉
二
郎
『
束
亜
の
集
落
』
昭
和
三
十
五
年
。
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木
下
　
良
「
圃
筆
跡
研
究
の
諸
富
題
」
（
『
人
文
地
理
』
第
二
十
一
巻
第
四
弩
、
昭

　
和
四
十
四
年
）
。

　
郡
家
と
港
湾
の
強
縮
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
足
利
健
亮
「
律
令
時
代
に
お
け
る

　
郡
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
（
『
考
古
地
理
学
』
昭
和
三
十
八
年
）
が
あ
り
、
ま

　
た
郡
の
外
港
と
も
い
う
べ
き
郡
津
の
存
在
を
提
唱
し
た
高
山
進
「
律
令
制
的
困
郡

　
津
制
の
成
立
と
崩
壊
」
（
『
岡
山
史
学
』
第
十
八
号
、
昭
和
四
十
一
年
）
が
あ
る
。

③
甲
p
象
。
己
し
．
”
≧
益
。
暮
い
窪
α
ω
8
℃
①
ω
あ
ε
象
①
。
・
、
欝
国
Φ
箆
≧
。
冨
8
Ψ

　
o
σ
q
ざ
お
竃
、
い
。
昌
血
o
p

④
藤
岡
謙
二
郎
『
先
史
地
域
及
び
都
箭
域
の
研
究
』
昭
和
三
十
年
。

⑥
『
令
義
解
』
巻
一
。

⑥
『
令
義
解
』
巻
四
。

⑦
『
令
義
解
』
巻
六
。

⑧
『
令
義
解
』
岳
父
。

⑨
　
岸
　
俊
男
「
紀
氏
に
関
す
る
一
景
考
」
（
前
掲
②
）

⑩
楠
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
西
港
二

⑪
正
宗
敦
夫
校
訂
『
倭
名
類
聚
妙
』
巻
十
。
火
輪
語
論
が
播
磨
國
に
属
す
る
が
如

　
く
記
さ
れ
る
が
疑
問
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑫
『
延
喜
式
』
巻
二
十
六
、
主
税
上
。

⑬
　
能
登
属
の
加
島
津
（
七
尾
箭
湊
町
付
近
）
は
能
登
国
府
…
（
七
尾
市
府
申
町
付
近
）

　
に
、
越
中
圏
の
亘
理
湊
（
高
岡
布
伏
木
・
新
湊
市
放
生
津
付
近
）
は
越
中
國
府

　
（
高
澗
布
伏
木
古
府
町
付
近
）
に
そ
れ
ぞ
れ
近
接
し
、
い
ず
れ
も
国
府
と
の
関
連

　
が
推
察
さ
れ
る
。
加
賀
国
に
つ
い
て
は
出
帆
港
の
記
載
が
な
い
が
、
越
前
国
に
あ

　
げ
て
い
る
道
楽
湊
（
石
川
県
石
端
郡
美
川
町
湊
町
付
近
）
が
む
し
ろ
加
賀
圏
に
記

　
載
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
も
加
賀
園
府
（
能
美
郡
辰
口
町
國

　
府
付
近
）
と
の
近
接
性
が
認
め
ら
れ
る
。

⑭
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
（
十
三
）
（
昭
和
三
十
三
年
）
の
「
津
」
の
項
目
の
中
で

　
国
津
に
つ
い
て
新
城
常
三
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
・
し
て
い
る
。

　
「
古
代
律
令
制
下
に
お
い
て
国
家
の
貢
納
物
の
水
上
輸
送
に
は
、
羅
ご
と
（
た
と

　
え
ば
撫
賀
・
越
中
な
ど
の
）
に
指
定
さ
れ
た
一
つ
の
港
か
ら
京
都
に
向
け
て
発
送

　
さ
れ
た
．
こ
れ
を
国
津
と
い
う
が
、
国
津
は
地
方
港
湾
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ

　
た
。
」

⑮
『
続
日
本
紀
』
巻
十
一
。

⑯
　
『
延
喜
式
』
巻
十
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

⑰
『
延
喜
式
』
巻
二
十
三
。

⑱
彌
類
聚
三
代
格
』
巻
十
八
。

⑲
『
続
日
本
紀
騙
巻
十
九
。

⑳
冊
万
葉
集
』
（
四
二
四
五
）
天
平
五
年
、
入
唐
使
に
贈
れ
る
歌
一
首
井
に
短
歌

　
「
虚
み
つ
大
和
の
国
　
あ
を
に
よ
し
　
平
城
の
京
師
ゆ
押
照
る
　
難
波
に
下
り

　
住
吉
の
　
三
津
に
船
乗
り
直
渡
り
　
日
の
入
る
岡
に
　
遣
さ
る
（
後
略
）
」
　
と

　
い
う
歌
か
ら
佳
吉
津
が
遣
唐
使
の
出
発
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑳
吉
田
東
伍
『
大
日
ホ
地
名
辞
護
』
明
治
四
十
年
、
四
〇
四
頁
。

⑫
　
『
大
日
本
地
名
辞
書
髄
四
〇
〇
頁
。

㊧
　
『
大
日
本
地
名
辞
誰
』
四
〇
四
頁
。

⑳
　
天
坊
幸
彦
『
上
代
浪
蕪
・
の
歴
史
地
理
的
研
究
』
昭
和
二
十
二
年
。

⑮
滝
州
政
次
郎
「
難
波
に
お
け
る
斎
宮
の
祓
所
と
大
江
殿
」
（
『
西
田
先
生
頒
寿
記

　
念
　
目
本
古
代
史
論
叢
』
所
収
、
昭
漁
三
十
五
年
。
）

㊧
　
北
島
葭
江
「
近
畿
万
葉
地
誌
」
（
四
）
摂
津
国
の
部
⑩
（
『
豪
州
と
美
術
』
第
二

　
十
七
巻
第
七
号
、
昭
和
四
十
二
年
）
。

　
こ
の
論
文
よ
り
先
に
滝
川
政
次
郎
氏
は
「
明
治
十
八
年
の
淀
川
大
洪
水
と
上
代
の

　
難
波
」
（
『
史
泌
と
美
術
』
第
二
十
七
巻
第
五
号
、
昭
和
三
＋
二
年
）
に
船
場
・
島

　
の
内
を
も
っ
て
古
代
の
御
津
と
す
る
こ
と
を
発
蓑
し
、
そ
れ
を
う
け
て
「
滝
川
博

　
士
の
御
示
教
に
答
ふ
」
と
い
う
離
題
の
下
に
発
表
さ
れ
た
の
が
こ
の
北
島
論
文
で

　
あ
る
。
そ
の
後
滝
絹
政
次
郎
氏
は
『
史
迩
と
美
術
』
第
二
十
七
巻
第
九
号
（
昭
和

　
三
十
二
年
）
に
「
北
島
葭
江
氏
の
反
論
を
駁
す
」
と
い
う
副
題
を
付
し
て
「
奈
良
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時
代
に
お
け
る
難
波
の
地
理
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
自
説
を
主
張
し

、
た
。

⑳
　
山
根
徳
太
郎
「
仁
徳
天
皇
高
津
宮
の
研
究
」
（
『
難
波
宮
肚
の
研
究
』
研
究
予
察

　
報
告
第
弐
所
収
、
昭
和
三
十
三
年
）
。

⑱
小
稿
で
用
い
た
土
地
条
件
図
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
二
万
五
千
分
の
一
「
大
阪

　
東
北
部
」
、
「
大
阪
西
北
部
」
、
「
大
阪
東
南
部
」
、
　
「
大
阪
西
南
部
」
（
以
上
昭
和
三

　
十
八
年
）
、
「
神
戸
」
、
「
高
砂
」
、
「
姫
路
」
（
以
上
昭
和
三
十
九
年
目
。

⑳
建
設
省
国
土
地
理
院
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
（
大
阪
平
野
ご
昭
和
四
十
年
。

⑳
　
戸
田
秀
典
「
古
代
の
難
波
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
学
』
第
十
一
巻
第
二
号
）
お
よ

　
び
大
阪
市
立
博
物
館
学
芸
員
勝
部
萌
生
氏
・
の
御
教
示
に
よ
る
。

⑪
　
阪
神
高
速
道
路
公
団
『
阪
神
高
速
道
路
地
質
資
料
－
　
堂
島
川
編
』
昭
和
四
十

　
年
。

⑫
　
山
根
新
次
「
大
阪
地
質
概
観
」
（
『
小
川
琢
治
博
士
還
暦
祝
賀
論
叢
』
昭
和
五
年
）
。

　
　
火
阪
市
交
通
局
筒
速
鉄
道
建
設
本
部
建
設
部
土
木
課
技
衛
係
長
　
広
内
　
徹
氏

　
の
御
好
意
に
よ
る
。

⑭
　
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
　
技
術
企
画
室
部
長
　
上
杉
英
造
氏
お
よ
び
同
難
波

　
線
建
設
工
事
局
シ
ー
ル
ド
工
事
事
務
所
渡
辺
　
敦
氏
の
御
好
意
に
よ
る
。

⑯
　
阪
神
高
速
道
路
公
団
『
阪
神
高
速
道
路
地
質
資
料
　
西
横
堀
川
編
』
昭
和
四
十

　
四
年
。

⑳
⑳
に
岡
じ
。

⑳
　
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
大
阪
府
文
化
財
総
合
分
布
図
』
昭
和
四
十
四
年
。

　
　
森
羅
か
ら
の
聞
き
と
り
に
よ
る
。

⑲
　
　
『
続
々
群
警
類
従
』
・
三
（
史
伝
部
）
◎
　

⑳
付
近
に
は
御
津
と
い
う
姓
を
名
の
る
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑳
　
佐
古
慶
三
「
区
名
と
地
域
」
（
大
阪
市
南
区
役
所
編
『
南
区
史
』
昭
和
三
年
）
。

⑫
　
佐
古
慶
三
『
古
板
大
阪
地
図
聚
成
解
説
』
大
正
十
五
年
。
　
　
　
　
　
　
一

⑬
　
　
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二
。

⑭
　
『
日
本
欝
紀
』
巻
二
十
三
。

⑯
『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
二
。

⑯
『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
四
。

㊨
昭
和
四
十
四
年
二
月
三
日
の
難
波
宮
趾
顕
彰
会
の
発
掘
調
査
団
の
見
解
（
朝
日

　
新
聞
二
月
西
日
）
。

⑲
　
『
続
日
本
後
脳
』
巻
十
四
　
承
和
十
一
年
十
月
九
日
の
条
に
「
摂
津
国
言
。
依
二

　
表
天
長
二
年
正
月
廿
一
日
。
承
和
二
年
十
一
月
廿
五
目
。
両
度
勅
旨
司
定
二
河
辺
郡

　
為
畑
野
制
水
ノ
遷
二
建
国
府
哺
型
鋼
国
弊
民
事
。
不
レ
堪
レ
発
レ
役
。
望
請
。
停
レ
遷
二

　
三
顧
野
一
十
以
二
鴻
瞬
館
一
為
二
国
府
魂
且
福
二
修
理
尋
者
。
勅
聴
レ
之
」
と
あ
っ
て
以

　
後
摂
津
国
府
は
鴻
躇
館
を
以
て
あ
て
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
承
廊
十
　
年
以

　
後
の
願
掛
域
を
復
原
で
き
れ
ば
鴻
櫨
館
の
遺
塘
の
見
当
が
つ
け
ら
れ
る
。
古
川
清

　
氏
の
「
摂
灘
の
國
府
」
　
（
藤
…
岡
謙
二
郎
編
『
園
麻
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
所
収
、

　
昭
和
三
十
三
年
）
に
摂
津
国
府
肚
に
つ
い
て
の
諸
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

　
の
承
湘
十
　
年
以
後
の
国
府
を
策
区
北
閨
分
町
付
近
に
求
め
よ
う
と
す
る
の
が
通

　
説
で
あ
る
。
ま
た
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
（
昭
和
四
十
四
年
）
に
は
「
現
地
（
長
柄

　
壮
箪
者
注
）
を
踏
査
す
る
と
（
中
略
）
圏
分
寺
が
あ
り
、
戦
災
を
被
っ
た
が
八
幡

　
宮
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
（
略
）
方
格
の
条
塁
地
割
に
み
る
よ
う
に
こ

　
の
淀
川
低
地
帯
が
す
で
に
開
拓
さ
れ
　
（
中
略
）
　
鴻
櫨
館
の
位
置
が
今
日
の
高
麗

．
橋
の
名
で
呼
ば
れ
る
船
場
の
低
地
に
あ
っ
た
の
か
、
　
『
地
名
辞
書
』
が
想
定
す
る

　
よ
う
に
上
町
台
地
に
存
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
こ
の
長
柄
低
地
も
考
え

　
ら
れ
る
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
古
代
の
台
地
を
中
心
と
す
る

　
建
物
の
研
究
は
、
地
割
や
難
波
京
の
範
囲
と
関
係
し
、
国
府
の
位
置
も
ま
た
当
然

　
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
か
ら
こ
こ
で
は
断
定
を
さ
け
る
」
（
七
十
六
頁
…
七
十
七
頁
）

　
と
記
さ
れ
る
。
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
㊨
は
策
区
北
国
分
町
付
近
に
あ
る
「
唐

　
居
町
」
、
「
と
う
い
で
ん
」
な
る
地
名
を
鴻
櫨
館
に
あ
て
よ
う
と
す
る
。
興
味
あ
る

　
見
解
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑲
　
　
「
仁
徳
記
」
「
又
掘
二
難
波
之
堀
江
一
而
通
レ
海
」
。
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⑳
　
　
「
仁
徳
紀
」
（
十
…
年
冬
十
月
）
「
掘
二
宮
北
之
郊
原
殉
引
二
南
水
一
門
入
二
西
海
殉

　
因
以
撒
写
二
其
水
一
日
二
堀
江
ご

⑪
　
山
根
徳
太
郎
『
難
波
王
朝
』
昭
和
四
十
四
年
。

⑫
　
　
『
平
安
遺
文
』
二
一
五
⊥
ハ
・
二
一
五
七
口
写
。

⑱
　
『
大
日
本
古
文
盤
』
家
わ
け
第
十
八
　
東
南
院
文
書
三
。

⑳
　
『
続
日
本
紀
』
巻
十
五
。

⑮
　
上
田
　
穣
『
大
阪
の
古
地
図
』
（
プ
リ
ン
ト
）
昭
和
四
十
年
。

　
　
こ
の
新
羅
江
庄
に
置
か
れ
た
駅
の
位
置
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
　
「
字

　
ア
ド
エ
」
　
の
西
方
に
比
定
す
る
と
天
神
橋
付
近
と
な
り
、
　
明
治
十
八
年
測
量
の

　
「
仮
製
地
形
図
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
付
近
で
高
槻
街
道
と
中
国
街
道
が
交
叉
し
て

　
い
る
こ
と
と
駅
の
設
置
と
が
鞠
議
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

⑰
　
田
中
卓
「
難
波
の
堀
江
一
滝
川
博
士
の
新
羅
怒
髪
に
関
連
し
て
一
」
（
『
日
本
上

　
古
史
研
究
』
第
～
巻
第
四
号
、
昭
和
三
十
二
年
）
。

　
　
難
波
古
図
に
つ
い
て
は
喜
田
」
貝
士
口
「
難
波
沿
鞭
4
≧
属
の
偽
作
」
（
『
歴
史
地
理
』
第

　
二
巻
第
七
号
、
昭
和
三
十
三
年
）
の
研
究
が
周
く
知
ら
れ
る
。
喜
田
氏
は
本
図
を

　
（
甲
）
難
波
堀
江
を
以
て
大
阪
城
北
の
大
川
に
擬
す
る
も
の
、
（
乙
）
数
条
の
堀
江
を

　
描
出
し
、
東
方
の
濃
水
を
直
ち
に
西
海
に
逓
ず
る
如
く
作
り
成
せ
る
も
の
の
二
種

　
に
分
類
し
「
甲
種
の
浪
速
図
は
好
事
家
が
史
籍
の
記
事
と
口
碑
の
所
伝
と
実
地
の

　
地
勢
と
に
よ
り
て
作
為
し
た
る
も
の
に
し
て
其
成
る
や
比
較
的
に
古
く
、
稿
事
実

　
に
近
き
も
の
と
云
ふ
べ
く
、
乙
種
の
難
波
図
は
甲
癒
の
図
の
世
に
行
は
れ
た
る
後
、

　
早
く
も
享
保
を
上
ら
ざ
る
時
に
於
て
、
作
ら
れ
た
る
も
の
操
如
く
、
殊
に
為
に
す

　
る
所
あ
り
て
変
造
を
加
へ
た
る
の
形
跡
あ
る
を
思
ふ
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
乙
種

　
の
地
図
が
、
偽
作
に
し
て
肇
も
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
事
は
左
の
一
事
の
み
に
て
十

　
分
証
明
し
得
べ
き
な
り
、
曰
く
、

　
　
下
種
の
図
に
は
必
ら
ず
延
暦
七
年
に
和
気
清
麿
が
穿
ち
し
と
い
う
堀
江
と
い
う

　
　
堀
江
を
描
く
、
然
る
に
事
実
に
於
て
此
工
事
は
中
途
に
て
廃
止
し
遂
に
成
上
せ

　
　
ざ
り
し
も
の
な
り
、
然
る
に
地
図
に
は
何
れ
も
疎
通
の
功
を
完
ふ
せ
る
が
如
く

　
　
成
せ
る
都
」

　
と
言
う
。
筆
渚
も
喜
田
氏
の
分
類
に
よ
る
甲
お
よ
び
乙
図
に
つ
い
て
地
名
・
地
形

　
等
の
吟
味
を
試
み
た
が
、
喜
田
氏
の
甲
種
の
地
図
が
稽
事
実
に
近
い
も
の
と
す
る

　
見
解
を
支
持
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

⑲
　
天
坊
幸
彦
『
上
代
浪
華
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
（
前
掲
⑳
）
。
こ
の
天
坊
氏
の

　
場
会
、
用
い
ら
れ
た
『
難
波
古
図
』
は
注
魯
に
言
う
乙
図
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ

　
と
も
、
新
羅
江
庄
の
比
定
に
つ
い
て
正
鵠
を
得
て
い
な
い
も
の
と
思
う
。

⑳
　
滝
川
政
次
郎
「
難
波
に
お
け
る
｛
粛
宮
の
配
所
と
大
江
殿
」
（
前
掲
㊧
）
。

⑳
　
山
根
徳
太
郎
『
難
波
王
朝
』
（
前
掲
⑪
）
。

　
　
『
増
訂
故
実
叢
書
』
十
七
。

鐙
　

『
群
雷
類
従
』
三
三
三
八
、
「
高
野
参
詣
日
記
」
。

⑭
　
　
『
改
訂
史
籍
集
覧
』
十
九
、
　
「
信
長
公
記
」
巻
三
。

㊥
　
『
陰
本
雷
紀
輪
巻
十
四
。

⑳
　
建
設
雀
国
土
地
理
院
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
（
大
阪
平
野
）
』
（
前
掲
㊧
）
。

　
　
大
阪
市
区
画
整
理
課
土
地
明
示
係
蔵
。

　
　
同
右
。

⑲
　
大
阪
市
墨
江
教
育
会
『
群
盗
村
誌
』
昭
和
四
年
。

⑳
　
田
中
卓
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
昭
和
二
十
六
年
。

⑳
　
楠
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
巻
二
（
前
掲
⑩
）
。

⑫
室
灘
に
つ
い
て
は
、
御
津
町
役
場
室
津
出
張
所
蔵
の
近
世
古
絵
図
（
寛
政
年
闘

　
～
）
の
写
本
を
富
岡
儀
八
氏
か
ら
借
覧
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
中
ノ
町
」
と
記

　
さ
れ
る
付
近
が
石
盛
部
に
位
置
し
、
『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
（
群
書
類
従
十
一
）

　
に
記
さ
れ
る
賀
茂
神
社
に
近
接
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
室
津
集
落
発
生
の
核
と

　
も
い
う
べ
き
部
分
が
こ
の
湾
奥
部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑬
喜
田
貞
吉
「
五
泊
考
」
（
『
歴
史
地
理
』
第
三
十
七
巻
第
六
号
、
大
正
十
年
）
。

⑭
　

『
曲
筆
本
紀
』
巻
三
十
八
。

⑳
名
寸
志
に
つ
い
て
は
、
落
合
重
信
氏
は
魚
隅
の
誤
写
で
あ
る
と
い
う
説
を
出
し
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，
て
い
る
。
（
「
名
寸
隅
は
魚
隅
（
住
）
の
誤
写
か
」
（
冊
六
甲
』
第
二
〇
四
号
）
）
。

⑳
　
　
『
群
霞
類
従
』
十
　
6

⑰
　
　
『
増
補
史
料
大
成
』
第
二
十
八
巻
「
山
椀
記
」
三
、
治
承
四
年
三
月
十
九
β
。

⑱
　
『
摂
津
国
古
文
警
』
（
前
掲
②
西
閥
論
文
よ
り
引
矯
）
。

⑲
　
吉
井
良
秀
「
福
原
遷
都
前
後
数
度
行
宮
と
成
っ
た
摂
津
大
川
尻
寺
江
山
荘
の
所

　
在
地
及
其
遺
蹟
発
見
」
（
『
歴
史
と
地
理
L
第
三
十
三
巻
第
二
号
、
昭
和
九
年
）
。

⑳
　
吉
井
良
尚
「
安
徳
天
皇
行
在
所
寺
涯
亭
阯
伝
説
地
」
（
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然

　
記
念
物
一
調
査
稲
戦
南
口
没
同
』
第
十
・
六
鳩
叫
、
昭
和
十
七
年
〉
。

⑳
　
渡
辺
久
雄
「
中
古
に
於
け
る
墾
田
の
歴
史
地
理
学
的
一
考
察
」
（
『
人
文
地
理
』

　
第
五
巻
第
三
号
、
昭
和
二
十
八
年
）
。

　
同
　
　
「
摂
津
国
河
辺
郡
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
②
」
（
『
人
文
研
究
』
第
七
巻
第
九

　
号
、
昭
和
三
十
一
年
）
。

　
同
　
　
「
東
大
寺
領
摂
津
国
猪
名
庄
の
歴
史
地
理
」
（
『
史
林
』
第
四
八
巻
第
五
号
、

　
昭
和
四
十
年
。
　
『
条
里
制
の
研
究
』
所
収
、
昭
郷
四
十
一
二
年
）
。

　
浜
口
半
左
衛
門
「
爽
大
寺
領
摂
津
國
河
辺
郡
猪
名
園
域
か
ら
推
考
し
た
尼
崎
市
域

　
に
於
け
る
条
里
遣
制
の
研
究
」
（
『
兵
庫
史
学
』
第
九
号
、
昭
和
三
十
一
年
）
。
　
岡

　
本
静
心
「
摂
津
国
幣
里
庄
条
里
の
考
察
」
（
『
兵
庫
｛
ズ
学
』
第
十
一
号
、
昭
和
一
二
十

　
二
年
）
。

働
　
岡
本
静
心
編
『
尼
崎
宵
史
』
第
一
巻
、
昭
和
四
十
一
年
。

⑬
筆
者
の
絵
図
の
比
定
は
、
前
掲
⑳
の
渡
辺
論
文
の
う
ち
の
『
史
林
』
掲
載
の
比

　
定
お
よ
び
『
尼
崎
市
史
』
の
そ
れ
よ
り
も
一
里
南
に
下
げ
る
こ
と
に
な
り
、
　
『
人

　
文
地
理
』
の
比
定
地
よ
り
も
一
里
北
へ
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
尚
、
前
掲
⑳
の
浜

　
口
論
文
お
よ
び
岡
本
論
文
の
比
定
地
は
、
条
里
の
界
線
に
合
致
し
な
い
。

㊥
　
喜
田
貞
吉
「
古
代
の
兵
庫
及
び
附
近
の
沿
革
」
（
『
神
戸
市
史
鋼
録
』
｝
、
大
正

　
十
一
年
）
。

⑳
　
『
続
目
本
後
紀
駈
巻
五
。

⑳
建
設
省
国
土
地
理
院
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
（
京
都
・
播
磨
地
域
）
』
　
昭
和

　
四
十
一
年
。

⑰
　
『
続
々
群
書
類
従
』
三
（
史
俵
部
）
口
。

㊥
　
『
大
日
本
古
文
書
』
二
。

磁
喜
田
貞
吉
前
掲
⑳
、
天
坊
幸
彦
前
掲
⑳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
は
　
「
苑
原
郡
　
　
一
町
三
段
二
百
九
十
歩
画
名
雄
伴
織
」

　
（
傍
点
塞
者
）
と
あ
る
。

⑳
　
落
合
長
雄
・
落
合
重
信
『
神
経
地
方
の
条
里
』
（
神
戸
市
文
化
財
調
査
報
告
八
、

　
昭
和
四
十
年
）
に
よ
れ
ば
、
勲
閥
（
八
部
〉
・
菟
原
の
総
革
は
湊
規
あ
た
り
に
あ

　
り
、
仁
和
二
年
雄
伴
郡
が
八
部
郡
に
改
称
し
た
前
後
に
、
八
部
・
菟
原
の
郡
界
が

　
湊
川
か
ら
、
さ
ら
に
東
の
波
売
神
社
へ
と
移
っ
た
ど
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑪
　
仲
彦
三
郎
『
爾
摂
大
観
』
（
上
巻
）
（
明
治
四
十
四
年
）
に
は
宇
治
郷
に
つ
い
て

　
「
本
郷
は
和
名
抄
に
八
部
郡
宇
治
郷
と
あ
り
神
戸
郷
の
西
、
八
部
郷
の
東
に
在
り

　
て
宇
治
野
、
坂
本
、
荒
田
、
奥
平
野
、
石
井
、
烏
原
、
夢
野
等
、
蓋
し
其
の
域
内

　
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

⑫
奥
中
警
代
一
『
国
際
港
都
の
生
い
た
ち
（
そ
の
一
）
』
（
昭
和
三
十
七
年
）
に
お

　
い
て
「
行
基
の
建
設
し
た
港
は
現
在
の
江
川
町
富
屋
付
近
」
あ
る
い
は
「
現
在
の

　
入
江
小
学
校
前
の
大
広
場
は
奈
良
時
代
の
大
輪
田
港
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、
い
ず

　
れ
も
兵
庫
区
湊
町
に
近
い
位
置
に
推
定
し
て
い
る
。
奥
中
氏
か
ら
の
私
信
に
よ
れ

　
ば
、
そ
の
地
に
比
定
す
べ
き
根
拠
と
な
る
中
墨
は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑳
　
『
大
日
本
地
名
辞
義
口
』
八
五
一
頁
。

⑭
　
’
『
続
日
本
後
出
』
巻
十
五
、
承
和
十
二
年
八
月
七
日
　
「
淡
路
国
石
屋
浜
与
二
播

　
磨
国
明
石
浜
㊥
始
置
二
船
井
影
身
司
書
二
二
往
還
ご

⑳
　
海
上
保
安
庁
『
鳴
門
海
峡
・
友
ケ
島
水
道
・
明
石
海
峡
潮
流
図
』
昭
和
四
十
一

　
年
。

⑳
建
設
省
国
土
地
理
院
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
』
（
京
都
・
播
磨
地
域
）
（
前
掲

　
⑳
）
。

⑰
　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
天
長
九
年
五
月
十
一
日
。
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⑳⑳（
§
）

（
ε
b
σ
）

（H

n
ω
）

（
ざ
膳
）

（H

n
朝
）

（H

W
）

『
類
聚
一
鳳
代
絡
伊
』
巻
十
穴
、
貞
欄
観
九
㍍
†
甥
一
月
汁
七
日
。

黒
田
義
隆
編
『
開
石
布
史
』
上
巻
、
昭
和
三
十
五
年
。

『
狭
衣
物
語
』
有
朋
堂
文
庫
。

関
千
「
五
泊
考
」
（
『
歴
史
地
理
』
第
一
巻
第
二
号
、
賜
治
三
十
二
年
）
。

『
寧
日
本
紀
』
巻
四
十
。

喜
田
貞
吉
「
五
泊
考
」
（
前
掲
⑬
）
。

『
大
日
∴
小
雛
七
名
辞
書
』
八
山
ハ
ニ
百
ハ
。

『
大
日
本
古
文
書
』
二
。

養
鰻
寺
住
職
に
よ
る
と
、
　
自
ら
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
福
瀬
区
長
が

当
地
の
八
幡
宮
社
殿
の
扉
の
裏
側
に
唐
津
と
書
か
れ
て
あ
る
の
を
見
た
と
い
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
筆
者
の
以
上
の
如
き
霧
雲
の
姥
定
に
対
し
て
疑
念
を
い
だ
か
せ
る

　
の
で
あ
る
が
、
実
見
し
て
い
な
い
。
た
と
え
、
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
も
八

　
幡
宮
自
体
の
来
麗
を
詳
か
に
し
な
い
限
り
福
泊
を
韓
泊
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な

　
い
。

（H

n
刈
）
　
『
続
日
本
紀
』
巻
四
十
。

（一

Z
〇
◎
）
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
八
五
八
頁
。

（ド

n
㊤
）
　
稲
見
悦
治
「
加
古
川
三
角
洲
の
非
対
称
的
開
発
と
そ
の
原
園
」
　
（
『
地
理
学

　
評
論
』
第
二
十
九
巻
第
「
号
、
昭
和
三
十
一
年
）
。

（
嵩
O
）
　
谷
認
武
雄
・
山
田
安
彦
「
東
播
平
野
（
加
古
【
川
・
明
石
川
流
域
）
　
の
条
坊

　
（
里
）
に
つ
い
て
」
（
『
地
理
学
評
払
観
覧
謀
計
二
十
五
巻
第
七
・
八
号
、
昭
和
二
十
九

年
）
。

（
姐
戸
）
鎌
谷
木
三
次
『
播
暦
上
代
寺
院
阯
の
研
究
』
昭
和
十
七
年
。

（
に
爬
）
　
流
域
面
積
は
兵
諏
県
河
娼
課
資
料
に
よ
る
。

（ド

黷
f
。
）
藤
岡
謙
二
郎
『
都
衛
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
（
前
掲
②
）
。

（戸

d
）
　
足
利
健
亮
「
律
令
時
代
に
お
け
る
郡
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
　
（
前
掲

②
）
。

（
旨
㎝
）
　
大
阪
市
区
画
整
理
課
土
地
明
示
係
蔵
。

（
は
α
）
　
足
利
健
亮
氏
の
人
文
地
理
学
会
第
十
九
回
歴
史
地
理
部
会
発
表
贅
料
に
よ

　
る
。

（H

~
）
　
『
令
義
解
』
巻
一
。

（H

黷
p
◎
）
　
現
地
も
踏
査
し
た
が
郡
家
遺
構
を
明
確
に
示
す
よ
う
な
遣
跡
、
　
遺
物
等
を

　
見
出
す
に
至
ら
な
か
っ
た
。
後
日
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
＝
り
）
藤
岡
謙
二
郎
『
日
本
歴
史
地
理
序
説
』
昭
和
二
十
七
年
。
本
書
一
四
五
頁

　
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
　
「
不
破
郡
そ
れ
の
み
が
国
府
と
同
じ
規
撲
を
も
つ
八

　
町
四
方
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
た
既
に
み
た
伊
勢
の
鈴
鹿

　
の
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
関
ヵ
原
の
関
所
へ
通
じ
軍
団
を
も
兼
ね
、
さ
ら
に
ご
Σ
に

　
野
上
行
宮
の
本
拠
も
お
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
お
く
そ
く
を
め
ぐ
ら
す
の
で

　
あ
る
が
、
こ
れ
ら
後
者
の
推
論
は
あ
く
ま
で
も
試
論
に
と
工
め
将
来
の
よ
り
積
極

　
的
な
資
料
の
発
見
を
ま
ち
た
い
。
」

（
這
O
）
北
畠
謙
三
『
東
児
社
寺
物
語
』
。

（
這
一
）
厳
津
政
右
衛
門
「
奈
良
時
代
」
（
『
岡
山
布
央
』
古
代
篇
、
昭
和
三
十
七
年
）

　
に
お
い
て
も
こ
の
地
を
児
島
郡
家
と
推
定
し
て
い
る
。

（
旨
b
。
）
大
嶺
凪
蔵
『
児
島
湾
開
発
年
代
図
』
昭
和
三
十
八
年
。

（
旨
も
Q
）
藤
井
駿
「
古
代
史
上
の
吉
備
の
児
島
」
（
『
西
限
先
生
頒
罫
記
念
日
本
古
代

　
史
論
叢
』
所
収
、
昭
和
三
十
五
年
）
。

（一

ﾟ
）
前
掲
（
琵
ω
）
。

（
瀬
田
）
『
日
本
譲
紀
隔
巻
十
九
。
欽
明
天
皇
十
七
年
七
月
六
日
「
精
一
蘇
我
大
距
稲

　
瓢
宿
翻
等
於
備
前
児
島
郡
一
置
二
屯
倉
ご

（H

m。

F
）
巌
津
政
右
衛
門
「
律
令
国
家
成
立
ま
で
」
（
『
岡
山
市
史
』
古
代
篇
、
昭
和

　
三
十
七
年
）
。

（
お
刈
）
　
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
。
　
敏
達
天
皇
十
二
年
是
歳
。
　
「
段
羅
等
行
二
到
害
備

　
児
島
屯
倉
ご

（
旨
G
。
）
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
も
郡
集
落
を
以
っ
て
三
家
郷
に
あ
て
て
い
る
（
九
三

　
〇
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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古代港津の歴史地理学的考察（千田）

（
這
O
）
郡
家
と
港
津
の
関
係
に
つ
．
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
の
事
例
を
今
後
つ
け
加

　
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。
例
え
ば
摂
津
国
河
辺
郡
家
と
さ
れ

　
る
川
爾
市
火
打
字
郡
が
猪
名
川
に
臨
み
、
近
傍
に
「
董
津
垣
内
」
と
い
う
字
が
あ

　
り
、
両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（一

B。

n）

｡
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
（
前
掲
②
）
お
よ
び
木
下
良
「
学
府
跡
研
究
の
諸
問

題
」
（
前
掲
②
）
が
国
府
と
そ
の
外
港
の
問
題
に
つ
い
て
の
寓
例
が
挙
げ
ら
れ
て

　
い
る
。

（戸

pO
黶j

@
大
津
の
事
例
に
つ
い
て
は
藤
岡
謙
二
郎
　
「
和
泉
国
府
を
中
心
と
し
た
古
代

　
都
市
圏
の
鷹
史
考
古
地
理
学
的
調
査
」
（
前
掲
②
）
、
御
津
の
事
例
と
し
て
は
藤
岡

　
謙
二
郎
「
古
代
東
海
三
国
の
地
域
中
心
と
国
府
の
調
査
」
（
前
掲
②
）
　
に
そ
れ
ぞ

　
れ
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。

（一

焉B

メ
j
藤
岡
謙
二
郎
『
国
府
』
（
前
掲
②
）
。

（目

pQ
pQ

j
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
十
二
、
　
「
扶
桑
略
記
」
第
一
…
十
八
。

（H

p◎

?
）
　
渡
辺
が
大
渡
、
　
国
府
渡
あ
る
い
は
窪
津
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
は
魚
澄
惣
五

　
郎
『
古
社
寺
の
研
究
』
（
昭
和
六
年
）
に
詳
し
い
。

（一

ﾖ
窃
）
前
掲
②
。

（日

盾p

ﾌ
）
『
大
日
本
古
文
書
』
二
。

（目

~
）
永
山
卯
三
郎
『
醗
山
県
通
史
』
上
　
昭
和
五
年
。

（
お
G
Q
）
後
神
三
千
子
「
岡
山
平
野
に
お
け
る
古
代
景
観
の
復
原
」
（
『
立
命
館
文
学
』

　
第
二
四
穴
号
、
昭
和
四
十
年
）
に
備
前
の
交
通
路
が
復
原
さ
れ
て
い
る
が
津
高
駅

　
に
つ
い
て
「
津
高
駅
の
駅
名
は
津
高
郷
か
ら
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の

　
駅
家
は
津
高
郷
に
比
定
さ
れ
る
」
と
し
て
『
盛
衰
記
』
に
「
我
身
は
辛
川
の
宿
、

　
板
倉
城
に
引
籠
る
」
と
あ
る
故
に
駅
家
が
辛
川
村
で
あ
っ
た
と
す
る
『
吉
備
温
故

　
秘
録
』
の
説
を
妥
当
と
し
て
い
る
。

（
お
り
）
　
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
九
五
四
頁
。

（
窓
O
）
永
山
卯
三
郎
『
岡
山
県
通
史
』
上
（
前
掲
（
お
『
）
）
。

（
謹
同
）
　
山
手
村
に
は
「
西
郡
」
「
中
郡
」
の
地
名
も
あ
り
窪
屋
郡
家
と
み
な
し
う
る

　
可
能
性
が
あ
乃
。

（
濾
b
o
）
　
岡
山
県
編
『
岡
山
県
の
歴
史
』
昭
和
三
十
七
年
。

（
置
Q
D
）
　
藤
岡
謙
二
郎
「
和
泉
国
府
を
中
心
と
し
た
古
代
都
市
圏
の
歴
史
考
古
地
理

　
学
的
調
査
」
（
前
掲
②
）
。

（
置
蒔
）
『
令
義
解
恥
巻
九
。

（
置
㎝
）
『
福
山
市
史
』
昭
和
四
十
二
年
。

バ
置
①
）
、
岸
俊
男
「
古
道
の
歴
史
」
（
坪
井
・
岸
編
『
古
代
の
日
本
　
5
　
近
畿
』
所

　
収
、
昭
和
四
十
五
年
）
参
照
。

¢
ミ
）

（
謀
Q
◎
）

（
置
O
）

（
届
O
）

（
峯
μ
）

『
枚
岡
市
史
』
昭
和
四
十
年
。

『
伽
剛
日
本
紀
』
巻
十
山
ハ
。

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
三
二
二
頁
。

『
続
町
本
紀
』
巻
三
十
一
。

坂
本
太
郎
「
大
和
の
古
駅
」
（
『
末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
』
所
収
、

　
昭
和
四
十
二
年
）
。

（一

?
）
『
忽
劇
本
紀
』
巻
十
五
。

（
旨
ω
）
　
岸
俊
男
「
古
道
の
歴
史
」
（
前
掲
（
置
①
）
）
。

、

（
京
都
大
学
大
学
院
学
生
）
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About　the Kung“Shih・K’u公使庫in　the

　　　　　　　a　study　of　local　finance

Sung宋Dynasty

by

Tomi　Saeki

　　The　secret　service　fund　for　the　local　o銀clals　in　the　Sung宋dynasty

was　called　Kung－Shih一　Ts’ien公使銭，　which　was　stored　up　in　the　store－

house，κ％㎎一Shih－K’u公使庫．

　　KMng－Shih－Ts’ien　was　spent　for　repairing　the　city－gate　and　operating

the　local　government，　but　its　main　pruposes　consisted　in　reception　of

foreign　envoys　or　officials　passing－through　and　in　entertainment　of　the

army．　When　the　finance　of　the　central　government　was　badly　off，

Kung－Shih－Ts’ien　was　traBsfered　to　the　central　gov　enment，　or　was　divert－

ed　to　the　privated　bribes　of　local　offlcials　to　their　superior　officials　or

to　the　cost　of　banquest，　different　from　its　original　aim．　As　especially

inκ％㎎一Shih－K’M　brewing　was　authorized，　this　made　the　o伍cials’banqu－

est　easy　and　this　wine　was　presented　to　their　superior　officials，　which

generally　’ モ≠浮唐?ｄ　the　corruption　of　the　oficial　world．　Rice　for　brewing，

however，　was　assigned　by　force　to　the　people　for　nothing　and　its　wlne

was　forced　to　sell，　giving　a　great　blow　to　the　governmental　g’ncome　of

wine　monopoly．　．　　This　article　persues　the　character　of　modern　Chinese　ofilcials　through

the　research　of　Kung－Shih－K’u．

A　Historicol－Geographical　Approach　of　Ports

　　in　the　Setouchi瀬戸内in　Ancient　Japan

by

Minoru　Senda

　　The　object　of　this　article　is　to　presume　the　site　of　ports　in　the

Setouchi瀬戸内in　ancient　Japan，　especially　in　the　era　of．Ritsuftyo律令．

Naniwa－tsu灘盒波津：and　Naniwa－mitsu難波三津，　the　rnost　important　ports

of　the　state，　are　thought　to　be　situated　in　Mitsude・ra－cho，　Minami－ku，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　137　）



Osα加．大阪市南区三津寺町．　Arouエkd　the　Sumiyoshi住吉Shrine　was　a

group　of　pol’ts，　such　as　Sumlyoshi－mitsu住吉三津，　S勉競s％敷津，　and

Euatsu榎津，　which　formed　an　area　of　the　important　ports　in　the　southern

Part　of　Settsu摂津：．　Go加肋五泊were　the　prots　which　was　established

with　a　distance　of　one　day’s　sail　from　the　country　of　Harima播磨to

that　of　Settsu，　and　we　can　confirm　their　calculated　disposition　by　our’

presuming　their　site．

　　Overland　stations，　Gunge郡家，　or　Kollufu国府is　thought　to　form　a

nodal　region　by　its　connection　with　sea　ports，　such　as　the　lover　Kafeo　．

River加古川，　Sumiyoshi－gunge住吉郡家andκo戸溺α一gunge児島郡家，　or

the　outport　of　Kokufu国府．

Introducci6n　a　la　bibliografia　de　la

　　　　　　　Historia　de　Espafia

por

Ryusei　Nishizawa

Yoshiyul〈i　Kondo

　　Al　componer　estas　paginas　bajo　dicho　tftulo，　he　tenido　el　doble

prop6sito　de　sefialar　importantes　raices　de　la　historiografia　moderna　de

Espafia　y　de　contribuir　al　estudio　de　la　historia　espafiola　en　nuestro

pais，　presentando　un　rico　panorama　de　los　rasgos　fundamentales　de　esta

ciencia：Ios　archivos，　coleccioエles　de　fuentes　hist6ricas，　玉as　revistas

acad6micas　etc．，　en　un　modo　general．　Acerca　de　los　trabajos　monografi－

cos　en　cada　ramo　de　investigaci6Ji，’esperemos　que　el　sefior　profesor　Y．

Kondo　los　explicase　一profusatnente　en　los　Bameros　siguientes．　R．　N．
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